
T.-一一■~1,1,J-､

i

国有林林野土壌調査方法書

昭 和 30年 3 月

林 野 庁

林 業 試 験 場



序

森林資源の維持培養にあたっては,まず 自然環境を正 しく判定 してこれに

適合 した方法 をとら入れることが必要である乙とは論 をま72夜vtと思 われ

る｡従来 もこの点に充分留意 されてき7(Eが,立地条件の判定の技術が未熟で

あ ら ,ま7E環境諸因子と林木の成長との関係が明瞭に理解 されてVl夜かつた

ため,遣健在が らtJlわゆる不良造林地 と呼ばれるものが少在か らず残されて
■

いるのである｡戦後,濫伐 された森林i:蓮かほ復旧し,枯渇し72森林資源を

造成するため,急速に造林を推進 し夜ければ在らない磯蓮 と在つねが,この
4

際再び既往不成績造林の轍をくらかえさ在いため,まね狭い国土を合理的に

利用 して土地生産力を濁度に活用する7eめの基礎資料せ うる目的で,国有林

の森林土壌調査が企画された｡当時,現林業試験場長大政正隆博士のこの分

野の研究がほぼ完成の段階にあったので,この調査の規準と在る方法書の作

製 と調査の技術的指導を林業試験場に一任 し,昭和 22年 よら概況調査,引

き続V･て精密調査を開貴台することと在ったO

その後すでに8カ年を経過 し,営林局 ･林業試験場関係の職員の努力によ

って,仝国有林野面積の約 1割,80万町歩の外業 を終 え,着々成果を挙げつ

つあるが,完了までにはなふ長年月を要する状態にある｡ ここに,従来伎謄

写はよって調査関係職員だけに配布されて1J､ね ｢方法書｣,｢土壌型の説明｣

夜どを補正 して刊行 し,今後の調査が一層適正夜ものと在ることを期 した｡

本書は,国有林森林土壌調香の規準であることは勿論,民有林の適地適木

調査その他林野経営上の基礎調査の参考として,は引 まだ有益であると考え

られる｡本書の内容を理解することによって,本調査に直接関係 している職

員は,土壌調査の目的を達成するようますます努力されることを切望するだ

けで在 く,さらに林野経営の第一線にある職員も,調査成果の活用,各自の

技術向上に一層研鐙されることを期待する次第であるC

昭 和 30年 3月

林野 庁長 官 柴 田 葉
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昭和 22年に国有林の森林土壌調査が開始 され,林業試験場はその技術指

導にあたる乙とほをつブ～O当時,国有林で採用 しプ2土壌調査の方針は全 く新

らしt/.ものであっ7(tか ら,林業試験場は急速調査の方法書 を作製 し,これを

調査担当者に配布 して,これをもって指導の任にあたつカO

当時の方法書は,何分にも早々の間に作製 した暫定的のものであったプくめ

に,不備の点が少をく/なかったDまた,調査の進行ほつれて補正 し老ければ

在ら覆い事項も多 く現われてきfzD これ らは蓬次補正 してそのつど調査担当

者に指示 してき-/Zが,調査事業V)進展にとも在って,このようを措置は煩墳

在ぼかbで在く,趣旨の徹底を欠 くきらいが多い ことを知ったD一方民間で

も森林の土壌調査に対する要求が切実にも乙b,林野土壌調査方法書の刊行

が広 く要望 されるように在ったOをZ.で,林業試験場では,林野土壌調査事

業は今後長年にわたって実行される事情にあることも考えて,従来の暫定的

方法書を改訂 し,新 らしく本書を刊行することに Lie｡

林野の土壌調査は生成論的ほみね土壇形態を分類の基礎 とし,あ くまで野

外調査を主体 とするものであるO この趣旨は現在にふいても在ん ら変更は加

えられていをvlo

本書は下記の林業試験場職員が営林局の調査担当者の意見を参考としで慎

重に審議のうえ作製 したものであるo国有林事業の発展に寄与するものがあ

れば幸である｡

方法書V)作製に関与 Lね職員

林業試験場土壌調査部長 (前) 林 行五

林業試験場土壌調査部長 宮崎 榊

林業試験場土壌調査部

橋本 与良 竹原 秀

松井 光堵 河田

前田 頑三

昭 和 30年 3月

黒鳥 忠 新名護之助

木立 正嗣 真下 育久

林業 試 験 場長 大 政 正 隆
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Ⅰ 土壌調査の目的および内容

林野土壌をその成乳 形態および性状に基いて類別し,さらに類別された土壌の分布を明ら

かにし,各種土壌 と植生,主要林木の生育状況および更新 との関係を調査して,適地利払 森

林の更新保育,土地改良および土地保全対策等の資料とすることを目的とする｡

土壌調査の作業は準備作業,現地作業,分析作業および整理作業 とする｡

∬ 準 備 作 業

準備作業では,あらかじめ調査地域の概況を把握し,あわせて現地作業の正確を期するため

に班存資料の寛集整理,地形解析および調査用原図の作成等を行 う｡

1) 既存資料の蒐集整理

土壌の生成および植生の成立と関係のある事項について既存の資料を蒐葉し,その資料価値

について検討を行 う｡

a) 気象資料 : できるだけ調査区域に近接 した 観測所の観測結果を利用して,気湿,湿

度,降水量および風向等について全年および季節的な特徴を調べる｡

b〕 地質 : 調査地域に関係のあるできるだけ詳細な既往の資料を参照 して,主要な岩石お

よび地質の状態を2万分の1経営白図′または5万分の1地形図に複写する｡もし詳細な

調査資料がない場合には 20万分の1地質図および説明書による｡

C) 植生および林況 : 経営案簿冊を検討し,主要樹種,蓄積および成長量等のはか,既往

の森林施業の概要を検討して,特に重要な事項および特殊の区域を経営白図に図示してお

く｡そのほか植生,収穫表および成長調査等に関する資料を検討する｡

2) 地 形 解 析

2万分の1地形図または5万分の11也形園を明いて傾斜区分,起伏量の区分およびその他必

要な地形解析を行って,著 しい特徴のある区域を経営自図に図示する｡

3) 調査製亀の作成

芸を中写真を利用して尾根および沢の線を正Lく5千分の1基本図 (写), または2万分の1

経営白囲,または地形図に記入して,これを調査用原図とする｡そのはか董中写真に現われた

主な地物,崩壊地および植生林相の顕著な変化等を調査原図上に明示するO

虻 現 地 作 業

現地作業では概況調査および精密調査を行って土壌図の素図を作製する｡また併せてその地

域の代表的な土壌断面を選んで試料青票本を搾取するO現地調査に当ってほ準備作業で得 られた
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資料の検討および補正を行 う｡

A.概 況 調 査

概況調査では調査区域に硯われる土壌の種類 とその分布傾向の概況 (地形,植生および地質

等 と土壌 との関係)を知るとともに,蒐集資料および地形解析等について準備作業の成果の信

頼度を確めて精密調査の具体的な計画をたてる｡

① 概況調査を行 うに当ってほ,地形,植生および地質等を考慮して調査地域を蔑つかの地

区に区分する｡各地区ごとにその区域内の主要な尾根筋,水系または径路拾いに少なくと

もその地区の概況を把揺するために必要な踏査鹿路をきめるO

② 摺査径路にそって地形および植生の異るごとに試孔または簡易試孔を設けて土壌断面調

査を行 う｡土壌断面調査の方法は (附 Ⅰ)によるO

⑧ 土壌断面調査によって附 Ⅱに定める規準に基づいて土壌型を決定し,地図上にその位置

および土壌塑記号を記載するC

④ 概況調査によって各地区別のと娃徴を把捉するとともに,規準土壌塑けこいれ難い中間型ま

たは特殊の土壌の区分方法等について検討を加え,さらに精密調査の際に重点をおくべき

場所および事項等をきめてその具体的言1画をたてるD

⑤ 概況調査はその地域を担当する調査員全員で行 う｡

B.精 密 調 査

精密調査では概況調査の成果を基礎とし,各地区ごとにできるだけ多数の試孔または簡易試

孔を設け,各種土壌の分布状況を明らかにして,土壌酬 互の界離 調腎 図に記入して土壌
図の素図を作製する｡

① 精密調査に当っては,少なくともその地区の歩行可能な電路を全部踏査し 主要な尾根

と沢によって区劃される斜面については一本以上の調査線を設けて,地形,植生および母

岩等の変化するごとに試孔または簡易試孔を設けて-斜面ごとに土壌の分布状態をこまか

く調査する｡

② 試孔点の調査は土塊断面調査および附帯調査とL,附 Ⅰに定める方法に従って行い,野

帳に記載して一連番号をつけて地図上にその位置,番号一および土壌塑記号を記入する｡簡

易試孔は土壌型を判定するのに必要な程度の大きさとし その位置および土壌型記号を地

図上に記入する｡

⑨ 精密調査に当っては土地の侵蝕状況に注意し,崩壊地については番号 を付 してその位

置,発生年月,長さ,巾,深さ,傾斜 (崩壊前および後)および植生概況等を調査し そ

の位置および大きなものについては形状を地図上に記入するO

④ 補 正 作 業

精密調査の終了後,全地域にわたって土塊素図を検討 して,一応区分図示された土壌に
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ついて各地区ごとの土壌区分の不備を補正するL,

⑤ 精密調査の結果は毎 日野外用図面から転載 して土壌素園を作製する｡

C.きき東リおよび環境判断

現地作業にあたってほ攻の項目についてできるだけきき収 りを行い,また現地についても観

察を行わなければならない｡きき取 り事項については充分吟味して取捨選択することが必要で

あるL,

a) 気象要因: 乾季,雨季,降雪 (時期,根雪),結霜,結氷 (尊さ,時期),風向 (樹形

等から判断)および湿度 (着生植物等から判断)等｡

b) 土地利用のラ音革 :造林以前の状況,保育の概況,火人落葉搾取および放牧等の状況等o

c) 造林木の品種および産地｡

d) 材 質｡

e) 侵蝕,風害,火災および病虫害等｡

f) 地名判断 : アラシオネ,ツメタザワ等のように地名がそこの環境を暗示することが多

いから注意する必要がある｡

g) そ の 他｡

D,代表土塊断面の選定および試料の採取

精密調査の結果から,調査地域に現われる主要な土壌の種類およびその特徴を検討 して調査

地域の各種土壌を代表すると思われる断面を各土壌型ごとに数個選んで代表土壌断面 とする,J

代表断酢 こついては特に断面記載および附帯調査事項等を再検討して正確を期さなければな

らない｡

代表断面については各官位ごとに理化学分析試料を搾取する｡特に必要のある場合には柱状

榎本を採取する｡採取の方法は附 Ⅲによる｡

Ⅳ 分 析 作 業

搾取した土壌試料はできるだけ遥かに実験室に造って調整 し,現地作業終了後直ちに攻の諸

項 目について測定および分析を行 う｡

a.円筒に採取した試料についての理学性の測定｡

① 容 積 重

② 孔 隙 量

⑧ 最大容水量

④ 最小客気量

⑤ 採取時含水量
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b.理化学分析用試料についての実験

① 淘汰分析

② pH (HBO)の測定

③ 置換酸度の測定

④ 嚢素の定量

⑤ 窒素の定量

実験は原則として附Ⅳに定める ｢堂内実験法｣に従って実施する｡

実験に用いた試料の残は捨てることなく台帳 とともに保管する｡

Ⅴ 整 理 作 業

整理作業では以上の諸作業の結果を綜合 し,各種土壌の生成を検討してその菓醐Uを確定す

るCこれに基いて土壌図および詮明書の作製を行 うQ

A.土壌国の作製

土壌図は土壌図の素図を補正して作製する｡縮尺は2万分の1とする｡

土壌図に現わすべき主要な事項は攻のとお りとするO

① 大分･けによって莫醐りされた土壌型の分布状況

② 地質系統,岩石および火山衣の分布状況

⑧ 主要な土壌の堆積区分

④ 主要な土性区分

⑤ 試孔点の位置,土性および探さ

⑥ 代表断面の位置,番号,土壌型,土性およびぜ架さ

崩壊地の位置および形状

土壌図の図式は附 †に定めるとおりとし,その他はすべて森林図式による｡

土壌図の余伽 こほ適当な縮尺で調査地の位置図および凡例をつけるO位置図には著名の都市

および山岳等が含まれるように考慮する｡

B.説明書の作製

詮明書には土廃園の利J=Hを便利にするために調査地域の土壌の特性,類別および分布状況を

詮明するとともに, 林木の成長, 森林の更新保育および土地保全等との醒係について記述す

るO 取 り纏めの範囲は-経営区を単位とするが, 隣接する数経営区を併せてもさしつかえな

い｡記載の項目および順序はおおむね攻の基準による｡

記載事項

Ⅰ.調査区域の概況
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A.位置,経緯度,行政区画および面積等

B.気候 (できるだけ10カ年以上の平均値を示すとともに結合的な特徴を明らかにする)

C,地質および地形 (地質系統,基岩の種類,性質,主要山系,水系,槙高および傾斜度

等について証明するとともに地形上の特徴を記載する)

D.植生および林況 (群落の構成状態,植生連続関係および林木の生育状態等の概要)

刀 .調査および分析の方法

(方法書 と異る事項についてのみ記載する)

潤.土壌の種類と性質

A.各種土壌の特徴

(土壌型ごとに代表断面について具体例を記戴するとともに,断面の写生図をつけ,

必要ある場/針こは写真を添付する｡亜型または小分けを行った場合にはその三陸徴および

根拠を明らかにする)

B.各種土壌の理化学的性質

(分析の結果を適当に表にとり纏める｡特に一定の傾向性が現われている項目につい

てはグラフとして現わす)

W.各種土壌の分布状況

(分布の概況,土塊型別面積または分布率の大要,流域別または団地別,林小班別の分

布状況)

†.土壌侯蝕の状況

(侵蝕の種類,程度および屋蝕地の分布状況C慶蝕と地形,地質,地下水,土壌および

植生等との関係)

Ⅵ.各種土壌と植生,林木の成長,更新および土地保全との関係

Ⅶ.施菜に対する意見

(作業種,樹種,更新保育法,土地保全およびその他の二ヒ地利用上の意見)

土壌の項および施薬に対.する意見のほかはできるだけ簡明に記述する｡必要ある場合に

は地質図および植生図等を挿入する｡記載の内容が前後重複のおそれある場合等にはその

順序を適宜変更し,また必要ある場合には項目を追加し,または削除する｡



- 6- 国有林林野土豪調査方法書

附 Ⅰ 試 孔 点 の 調 査 法

A.土壌.断面調査方法

1. 土壌断面の設定

断面の設定にあたっては,徴地形および植生の状態に配意しながら数カ所に小さい孔を掘 り,

断面の模様を比較 して段も正常な腎を示すと認められる点に調査用の断面を作る｡断面は傾斜

の上方に現われるように作る｡ 断面の大きさは必要に応じて任意であるが,幅は 1m 前後,

深さは基岩に達するまでとする｡ただし,土管の厚い時は探さ 1m 以 上とする｡

2. 土壌断面の整備

掘孔が終ったら,断面はなるべ く垂直面としてその表面を整える｡整備に当っては有機物替

(AJ督後述)は勢定バサ ミを用いて皆の崩れないように注意しながら凹凸を整え,A層-および

B骨はスコップ,小刀および弟走バサ ミを用いて整備する｡ただし,断面を磨いたように整え

ることは避け,石磯はなるべ く残し,根も断面から多少離して切断する｡三拝に土壌の構造をな

るべ く見やす くすることが必要である0

3. 土壌断面の描写および撮影

断面の整備が経ったならはできうるかぎり詳細に勧察活写を行 う｡木製折畳式物指 2本をそ

れぞれ断面の上部および側部に水干垂直の2方向におき,これを基準としてまず顕著な右横お

よび樹根等の位置を野帳方眼上に写し,順攻細部にわたって描写する｡この際あまり細部に拘

泥して全体の模様を見誤るようなことは極力避けなければならない｡

また,有機物腎の状.iPLおよび表替等の描写には特に重点をお くように注意する｡描写の事項.

は,各管の推移の模様,植物の根,菌糸,石磯の分布状態,土壌構造,腐植および鉄化合物の

移動の横様,孔隙の形状,大きさおよび分布状態等である｡

なお,余裕があれは断面の撮影を行 う｡撮影の際は断面に光線のむらが出ないように注意す

ることが必要である｡

カラーフィルムで撮影する場合は ｢フラツシ-｣の使用および ｢フィルタ-｣の選択に百三意~

:O _t' L･
第1図 エナメル塗物指

する｡

物指は白黒の ｢ヱナメル｣を用いて第 1図のよう

に塗っておくと便利である｡

4. 土壌断面の調査事項およびその記載

調査事項は層位の区分,腎の推移状態,各官位の厚さ,也,腐植,水湿状態,右横,土性,

構造,堅密度,孔隙,透水性パ容挽 ,集積,グライ化,pH,生物の遺踏,菌根および菌糸,

棉 (草本および木本)の諸項目である｡攻にこれらの諸項日中韓に重要なものについて簡単に

詮明する｡
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a.層一位 の 区 分

土壌暦は表臥 下唇および基暦の3暦に分けて,それぞれ A,B,C 等の符号をもって

示すO森林土壌に特有な二上境の表面に堆積する有機物骨 (A｡骨)は L,F および H の

3骨に大別する｡

Ⅰ･酎 ま新鮮な落葉管であるDF盾は落葉がある程度分解してできた腐菓暦で,落葉の原形

を多少とどめているものであるoもし,麻矧啓の分解程度によって区別しうるときは,F暦

をさらにFl,FB暦等に分ける｡Ⅰ壬骨は落葉が原形をとどめないまでに分解したいほゆる衛

枯骨で,小量の無機質土壌を混和しているが大部分が有機物からなる｡

土壌骨における A,B,C の3唇の区分はすべての土壌において同一性質を表わすよう

に規定されるものではないO ｢ポ ドゾル｣では Al骨は腐植を含む溶蛇管, A3暦は腐植に

乏しい衣白色の溶脆暦であって,B骨が集積暦,C管が基管である｡また,｢褐色森林土｣

ではA,B,C骨の区分は溶脱の有無 こよらず,A層-は腐植を含む表替土,B骨は腐植に乏

い′､下層｣二,C骨は基骨である｡

褐色森林土では多くの場合 A暦-は腐植によって暗色ないし黒褐色を帯びた 比較的膨軟な

fg-,B皆は鉄化合物によって赤褐色ないし暗褐色を帯びた竪密な骨として識別し得るが,土

壌の種矧 こよっては B骨の暗色がこく,または B管の土壌が A骨のものと同様に膨軟で

識抑 こ困難を感ずることがある｡しかしながらB暦かこおいて腐植による着色が相当に認めら

れる土壌は比較的湿潤であるから,堅密度において A,B 両IYEの間に差異が認められ,ま

たB暦の膨軟な土壌は乾燥土壌に多く見受けられ,この場合は衛植のB暦一えの混入が少ない

から,これ等の点に注意すれば A,B 両替を区別することは必ずしも困難 な ことではな

し､.

A,B および C暦それぞれにおいて,色および堅密度等によって肉眼的にさらにこまか

く区別し得る場合にはそれぞれ Al,A2,BIBB,‥..Cl,CB等の虚酎 こ区分する｡各暦の中

の符号を朋いる｡また,肉目朗勺にいずれか一方の性質を強く感ずる時は易机､方の符号に,た

とえば A2-(Bl)のように括弧を付ける｡

また,二日喪の下方に生成年代を異にすると思われる表替,下唇および基暦の現われる場′合

紘,これ等をそれぞれ A′,B′,C′と表示する (第2図)｡ また, 火山地出物等が教官にわ

たって堆積している時は,各骨の堆積順序を明らかにして,上部から1,刀,Ⅶ‥..等の符

号をつけて,さらに管の別 ヒが認められる時は,IA,fB等 と区分して表示する (第3図)｡

地下水の影響を受けて衆青色ないし暗緑色を呈するfg-をG唐とする｡地下水の影響 と同時

にA,B骨の生成分化が行われている時は A一一G,BhG等の記号をもって示す｡

菌糸の遺体が堆積 して隆をなしているものをM啓とする｡
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A ポドゾルの層位 B 埋没土の層位 第 3 図

第 2図 土壌断面における層位の区分 火山灰土壌の層位例

b.各暦の推移状態

各土壌暦の推移状態は境界線の幅によって;Jcの3階級に分けるD

① 明‥‥境界部の幅が3糎を越えないもの｡実線 - で示す｡

② 判..‥境界線の幅が5糎を越えないもの｡鎖線 - 一一～ -- で示すO

⑨ 漸..‥明瞭な境界の認められないもの｡破線 - - - で示すo

c.士 官 の 厚 さ

各暦位の厚さを官位ごとに現わすほか,A官, A+B暦 ,および固結管または基岩まで

のラ突さを記載する｡

a.色

土壌の色は土塊を手にとりにぎりしめて滑らかな面を作 り,E]蔭で静かに動かしながら種

々の方向から眺めて,全体の印象を纏めて色名帳の色と比較 して決定する｡

色名帳は森林立地談話会編 ｢土壌調査用色名帳｣を用い,色名番号を記載し適宜和名を併

記するO

極端に乾燥=しているときは湿 した時の色を併記する｡土壌の着色状態の観察には特に注意

してなるべ く詳細に図示するとともに説明をつける｡

(例)
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(丑 単色:層位全体が一様に着色するものO

@ 点状:種々の色の′巨駈点が単色の層位面上に一棟に分布するもの｡

④ 縞状:縦に縞状の着色郡のあるもの｡

④ 漣状:横に徴和な着色部の並ぶものO

(可 波状:水平に波状の着色部のあるものLI

LgO 帯状:凹凸の少ない-一様な幅の大きい着色部のあるものO

⑦ 葉状:境界不明瞭な大きい班状着色部のあるもの,)

@ 発状:雲状班の部分に他色の班点のあるもの｡

e.腐 植

野外では土管の黒さおよび手触 りによって ｢頗る富む｣ ｢富む｣ ｢含む｣ ｢乏し1 に区分

する｡腐植の含有量が同じでも埴質の土では砂質のものにくらべて黒味がやや淡くなるから

注意を要する｡

f.右 横

土壌中の石殊はなるべく岩石名を調査して記入し,その形状,大きさ,量,風化の程度お

よび分布状態を詳細に記入する｡石磯の大きさは寸法を記入するO

石碑の形状は,

② 角疎 .'霊軌､稜角を有するもの｡

② 礫 こやや角立った稜角を有するもの｡

③ 円機上 丸味を帯びたものO

の3程に区別する｡石磯の含有量は断固に硯われる声磯の面積を目測して大略の百分率を求

めて記入する｡

g.土 性

土壌の小塊を潤して,栂指 と人差指の問にはさんで静かに擦った触感と肉眼的な観察によ

って､,砂および粘土の含有量を推定して次の7階級に分ける｡

① 砂土 (SandS): ほとんど砂ばか りの感があるもの｡

② 砂買壌土 (Sandyloam SL): 肉眼および指問に認められる砂がほほ 1/3ないし2/3

を占めるもの｡

③ 壌土 (Loam L): はば1/3以下の砂を含むもの｡

④ 微砂賢壌土 (Siltloam SiL):粘 りのない粘土が大部分を占めるもの (火山友等)O

⑤ 埴質壌土 (Clayloam CL):粘 りのある粘土に砂を感ずるものO

⑥ 埴土 (ClayC):粘 りある粘土が大部分のもの｡

⑦ 石磯土 (GravelG):石疎の間隙を細土が充すような感を与えるもの｡

なお,淘汰分析を行ったものについては,国際土壌学会法による土性名 (29貢参照)を併

記する｡
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h.構 造

土壌の構造は断面および試孔の側面について観察 し,さらに土壌断面からスコップで大き

な土塊をとり,軽 く破砕して生ずる小片について観察するO土壌の構造は,カべ状(massive

m),単粒 (singlegrainsg) および団粒 (aggregate) に分け団粒の分類は第1表を基準

とする｡

構造は種類 とともに必ヂ寸法を記入する｡

団粒 (aggregate)発達の程寛を攻の3階段に分け るO

① 強度 : きわめて明瞭で顕著なもの｡

② 中庭 : やや明瞭なもの｡

③ 弱度 : かろうじて識別し得る程度のもの,

第 1 表 土 旗 棒 迄 の 分 類 表

名 称
㌔.1∴ ＼∴ ∴ 訂 … 一一

;巨または樋厚

階 t大 または厚 1霊 ≦

級 :小 または薄 .:〇･2-0･1

愚 笠 鳥 ｡ulH crf:mb#

loose

Cm

l～0.5

0.5.-ー0.2

0.2-0.1
く0.1

cm

>0,2

0,2′--0.1

<0.1

(注) 柱状構 造一柱状の形状を示す構造で,稜角の鏡いものと丸味のあるものを含む｡

塊 状構造-立方形に近い形状をもち,稜角は兄妹があり,面が平滑でなし⊥やや軟い感を与え

る大型の構造をいうo

堅異状構造一稜角も界面も劃然とした立方形 (歪形が多い)の構造をいう｡この′J､型のものは

稜角が尖鋭であることと開襟で堅いことで下記の粒状構造と区別する｡

粒状 構造一一比較的小型の立方形に近い形状をもち,界面および稜角の不明瞭なしかも比較的

内容の調密な構造をいう｡したがって相当丸味をもっているO 塊状構造の微小な

ものにあたるo

細粒状構造-さらさらした粉状ないし微細な土粒が菌糸でつづられた状態の構造をいうO

団粒状構造-比較的小型の丸味のある膨軟な組織をもった構造である｡

i.土壌の孔隈

土壌の孔隙は土塊相互間および土壌内部のものについて観察して,形状および大きさ等を

記載する｡

大きさを天 ,中,小に分けて,その分布割合を ｢頗る富む｣ ｢富む｣ ｢含む｣ ｢あ り｣に

区分する｡必要ある場合は下の例のように海綿状,細胞状等と記載する｡

(例)

① 海綿状:孔際の大きさおよび形状がほぼ等しく,かつ孔蛙が互に連結しているもの,,
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㊤ 細月包状:孔隙の大きさおよび形状はば等しく,かつ孔隙が互に連結していないもの,J

① 気胸状:内面が比較的滑らかで,丸く小さいものO

④ 管 状:形状が比較的揃って,かつ互に接続して管状の空洞をつくるもの｡

¢)割 日:土塊の間に現われる割目｡

j.土壌の堅密度

土壌の堅密度は,断面に指を押しつけてその抵抗によって二女のとお り分･ける,J

⑨ 頗る髭 : 土粒が単独に分離 してほとんど結′合力のないものO

② 影 : 土粒がゆるく結合して土塊は容易に崩れ,かつ指頭で断面を押すと容易に貴人

するもの｡

⑧ 軟 : 土粒は比較的蜜に結合しているが,断面を指で押すと指痕のできるもの｡

④ 堅 : 土粒が密に結合 して断面を指で強く押すと僅かに指痕の生じるもの｡

⑤ すこぶる堅 : 土粒が密に結/合して指で強く押しても指痕のできないもの｡

⑥ 国籍 : 土粒が蜜に結合して辛 うじて移植ゴテを入れ うるもの｡

k.土塊の水湿状態

調査時の土壌の水湿状態は=)このとお りに分ける｡

⑨ 乾: 土壌を強く握っても掌に湿気を残さないもの｡

② 潤: 土壌を握ると掌中に湿気の残るもの｡

⑧ 湿 : 土壌を強く握っても水滴が落ちず,ただ把指 と人差指の問で押すと水のにじみ

でるもの｡

④ 多湿 : 土壌を握ると水滴の落ちるもの｡

⑤ 過湿 : 土壌を掌上にのせると自然に水滴の滴るもの｡

1.梶

税は草本と木本とに分け,木本は紬 (2mm 以下),中 (2-20mm),太 (20mm 以上)

に分けて,その量を ｢きわめて多｣ ｢多｣ ｢あ り｣ ｢稀｣ ｢なし｣に区分する｡

さらに腐根の有無を観察する｡

m.菌糸および菌根

色,形状および量について記載する｡

以上のはかに記載欄および余白を充免に使って断面各項における種々の実感を精細 こ記載す

ることが必要である｡たとえば,

③ 特殊土壌 (音砲,黒ボク,富士火山磯等)はその名称を記載する｡

② 項目にないがその断面の特徴を硯わしているような事項を具体的に記載する｡た とえ

ば,

a) この土壌は 50cm までは鍬が楽に使えるが, これ以下は急に掘 り難 くなり土塊が三歓
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に附着する｡

b) 深さ約 40cm に砂磯の暦があって疎の表面は酸化鉄により着色されているC根はこ

の暦で完全に遮断されてこの附近には歯根が多く認められる｡

等々を記載することによって,断面の特徴を非常に強く印象づけることができる｡

B.附 帯 調 査 法

試孔点および代表断面の設定仕掛 こついて攻の附帯調査を行 う｡

ユ._気象 :試孔点が牛封こ影響を受けていると思われる気象要素,たとえば風衝の有無,主な

風向,E]胤 藩穴,基中湿度等を調査し,そのほか調査当E]の天候を記載する0

2. 地形および位置 :試孔点の槙高,傾斜の方向 (16方位)および角度のほか,地形上の

特徴および位崖を調査し,按地形 と同時に周辺の尾根および沢等との粛係等を見取 りにJ:

って平面図,縦斬面図および横断面図によって図示するとともに記載を行 う.｡

3. 地質および母材料 :地質系統,母岩の種類および性状等 (探督風化した花覇岩,新鮮な

火山衣等)を記入する0

4. 植生 二断面調査Ju所を中心に 100-4COmaの方形を区画して,区画内の植物を高木階,

用高木階,低木階,草本階,地表階およびその他(ツル植物および着生植物等)に分けて,

それぞれの種名,優占度および 2m以上の木本について高さおよび直径を記入する｡

優占度は被度と数度を組合せて攻の6階級に分ける｡

第 2蓑 優 占 度

5 i 3/4 Jll 上

∃ = 二丈 吾

3/4 - 1/2

∴

-
=

-⊥

‖

2
一
L

Ill/芸｡㌦ 1′芋 ]ili∃ 鮎 に多芸
0
0
β

β . ∴ - J ∴- ;.

非 常 に 少

なお,Efi規の仕方に特徴がある場合は,弾状.Efl状.点状等を付記する｡

仰せて生活現象 (開花,結実,紅葉等)および生活様相 (樹形,葉色等)をも記載する｡

また,特徴のある植生状態を撮影する｡

5. 林分の材積調査 :通常の林分測定の方式に従って林分の村税測定および梗準木の樹幹析

解を行 う｡
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野 帳 の横式 Ⅰ

昭和年 月 日 天候 気温

娼 郁 市町村 宇 国夷林.
営林 署 経 営区 林王伍 爪班

傾斜 方向 横 島 姓 湊横式

母頼みtll地質

70 20 30. 40 50 60 70 80 9OcLTL S

l 試料番号I

I

I

0
i

lO

･劫

刀

a

旬

刀

節

Lg

価
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野 帳tの横 式 Ⅰ

･.:

層佗 層位磨 推珍]犬 昏 腐植 伝礁 土J 構也 壁守7室 子L フーく早jL..tt 港脱i 菌最良菌 梶 辛
別 請 悲 牡 ーL三三 コこ 隙 鬼気 希 イ也
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野 帳の横 式 皿

脂 檀 優占度 生 育手状態｣

l

- 15--

粗 客 度 (粗,中,密)

脂 種 巨鮎 度 生責状態

l

ー

㌔

∫

l

I

1

- ■ - 一
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附 Ⅰ 土 壌 の 類 別の規 準

土壌は,地表に堆積する有機物骨 (Ao骨)の状態, 土壌の色,土壌の暦倍および構造の桂

類 と発達の程度等に特に留意し,成熟の度合,堆積の様式,深さ,堅密度および土性等を調べ

て攻の基準に従って区分す る｡

A.土 壌 の大 分 け

上境の犬分けは土壌の色,土壌の層位,地表に堆積する有機物暦の状態,構造の種類および

その発達の程度により攻のとおりに類別する｡

1. 褐色森林土

BA型土壌*1乾性褐色森林土 (傾斜地型)

Ao官は全体としてあまり厚 くないoF暦･,もしくは F-H 管が常に発達するが, fr

暦の形成は顕著ではないC 黒色のA管は一般に薄 くてH-A暦を形成することが多いo

B層-との境期 まかなり明瞭である｡A 暦および B管のかなり深部まで細粒状構造が発達-

する｡B暦･え相当量の腐植が湊透している場合には,そこだけに堅異状構造が認め られ

る｡ この土壌は例外なく外生菌梶をともない, 極端な場合には菌糸網腎 (M 盾･)を形成

する｡一般に A,B督ともに色調が淡い｡

BB型土壌削 乾性褐色森林土 (綬斜地塑)

厚い F骨と,H暦が発達 して,黒色の薄い A骨または H-A暦が形威されるDA腎

と B骨との項鼎は判然としている｡ B管の色は一般に明るく上部には堅巣状構造または

塊状構造が発達する｡B層一下部にはしばしば細粒状または微細な堅異状構造が見られるC

菌糸に富むが菌糸鋼管を形成することはほとんどない｡

Bc型土壌 射乾性褐色森林土

F,H 暦-は特別に発達しない｡衛値は比較的深 くまで湊透 しているが色は淡 く,断面は

比較的堅蜜であるcA督下部および B管上部に堅巣状構造がよく発達するoB暦にしば

しば菌糸が認められるO

BI)型土塊 適潤性褐色森林土

代表的な褐色森林土である｡F,H官は当寺に発達 Lない｡A暦は比較的厚 くて暗褐色を

呈し,上部には団粒状構造が発達し,下部にはしばしは塊状構造がみられるoB暦は鴇色

で特別の構造は見られない｡A,B暦の推移は一般に漸変的であるQ

BE型土壌 弱湿性褐色森林土

*LBA,BB型土嚢のうち,少なくとも北日本に現われるものは,鴇色ポドゾル化土壌に属するもの

が多いと考えられるが.ここでは便宜上鴇色森林土に包含させる｡
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崩積二Lなどのように粗髭な場合はF,H層-ほ特に発達せず,A唇は腐植に富み,厚く,

団粒状構造が発達し,やや炎色を帯びた B隆に漸変する｡

埴質な定積土などではF層･は一般に認められないが,粗い粒状の H 骨が比較的厚い｡

やや腐植に富んだ A唇が形成されるが,腐植の湊透は前者はど深 くない｡B唇はやや夜

色を帯びてカべ状を皇する｡

BF型土壌 湿性褐色森林土

断面の形態は BE型土壌とほぼ同様であるが,B暦の色調はさらに青味を増し LはLL

は斑鉄を認める｡しかしながらグライ骨は 1m 以内には認められない｡

2. ポ ドゾル

P工)r型土壌および PDⅡ型土壌

F,H 層-ほ厚く堆積して球 場 の掃除骨 (A2骨)と鉄蹄色の集積督 (B骨)の分化す

る土壌である｡溶挽啓が帯状で明瞭に現われるものを P])1型土壌,顔;状あるいはきわめ

て薄 く帯状に現われるものを PI)Ⅱ型土壌とする｡

Pt)皿型土壌

F,H暦は厚く堆積し,溶晩骨は言忍め難いが,鉄蹄色の集積骨が明らかに認められる土

壌である｡

PIVI型土壌

高山湿原の泥炭が進化してできたもので,厚い黒色の有樺物管をともない,溶晩現象の

認められる土壌である｡

Pw∬型土壊

A｡暦は PD型土壌ほどは発達しないが,そのうちでは H層-(または H-A)が比較

的厚く堆積する｡樽陰暦は認められるが厨碑で汚染されていることが多い｡通常 B 啓に

は腐植の集積が認められる｡

PG･型土壌

ポドゾル化作用とグライ化作用とがともに行われている土壌である(､

3.赤色土 R型土壌

Ao骨の発達は一般に貧窮で,A暦は腐植によって着色される程度が非常に少ない｡B暦

はかなり顕著に樫一赤褐色を呈し,B層-下部および C層･の風化岩片の表面に濃赤色の被膜

が形威される場合がある｡表層-は退色が認められることが多い｡

この土壌は鴇色森林土でいう乾性土壌の形態をもったものが多い｡腐植の色調, AoTg-の

堆積,構造の種類および発達の程度などにより鴇色森林土の例にならってRA′R】3,Rc‥日

等に分け る｡

5.黒色土 BJ型土壌
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A 骨時には B盾寸こ到るまで其黒な土壌である｡層 位の推移状態は一般に明瞭で,粒径組

成は比較的均一であることが多い｡

色調, F,H 暦の堆鏡,構造の種類および発達の程度などにより,褐色森林土の例にな

らって BIc,Bll).‥.等に分ける｡

5.G型 土 壌

地下水の作用でできた夜色-衣青色の還元暦が比較的浅い所に明らかに認められる土壌で へ

ある｡

6.･lrE表土 (Peatysoil)

過湿のため分解不充分な植物遺体であることが認められる有機物を多量に含んでいる土壌

である｡比較的新鮮な植物遺体のみからできているものは泥米として区別する｡

上記規準型の中間的な形態を有するものについては攻の方針に従って虚型として類別しても

よい｡

土壌断面を詳細に観察 して最も強く:呪われた特徴によって上記いずれかの土壌型の一つに入

れて, その題型として本来の土壌型の符号に (d)または (W)をつけ, たとえはBl)(dl),

Bl】(W).‥.などとあらわすD (d)_は規準型よりもその形態的特徴が乾性をおびたもの, (wl

は規準型よりも湿性をおびたものとする｡

上記各土壌型の規準により難いものの類別についてはその都度別に定めるが,類別が確定す

るまでは Ⅰ,丑,El‥‥等の番号を用いて仮の区分を行 う｡

B.土壌 の小 分 け

前記の方法で分けられた土壌型はさらに必要に応じで次の規準によって小分けする｡

1. 堆積様式による区分

(a) 残積土

(ち) 蘭行土 : 崩落による供給と凱蕗がはば平衡している斜面の土

(C) 崩培土 :斜面から崩落して堆接 した土

(d) 水積土 : 比較的新らしい水積物｡古い段丘などほ含まない

(e) その他

2.母材による区分

母材となった岩石の種類によって区分するO 火山衣が母材となっていることが明らかな土

壌については特に区別 して,これを新,旧に区分する｡

一般岩石の種類は普通の岩石分類による｡水成岩で地質時代の明らかなものについてはこ

れを附記する｡

3. 土性による区分
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土性に明瞭な差がある場合にはこれを区分するO この時の土性は原則として B 層･上部の

土性を用いる｡

4. 土壌がきわめて浅い場合,きわめて固い場合,または特殊の盾-がある場合等にはこれを区

分する｡

5. 小分した土壌の記号は大分けの記号の右に-をはさんで,母材,土性等の記号をつけてあ

らわす｡

C.層位の不完全な土の分けかた

侵蝕の影響を受けているか,または堆積の歴史が上ヒ校的新らしくて,骨位の分化が認め難し､

ために上記のような土壌型に区分することが適当でないものは二大のように分けるD

･① 侵蝕を受けた土 Er

侵蝕の影響を強く受けて土管の一部を欠除したものo侵蝕の程度によって a,βに分けるo

Er-a A腎の大部または B骨の一部を欠除したものc

ErHβ B暦-の大部または C啓の一部を欠除 したもの｡

侵蝕の程度が比較的軽く,A項の土壌型の区分が可能の場合にはたとえばBA-Er,BD-

Er,R-Er等として小分けする｡

(塾 未熟土 Im

比較的新らしい堆積物で,まだ替仲の分化が認め難いものを未熟土とする｡未熟土は土壌

の′J､分けの規準によって細分する｡

(参 年回結堆積物

このものは,Erまたは Im のいずれかに属するものと思われるが,ヲ脊悪林地としてしば

しば問題になるので特に別記する｡

比較的新らしい地質時代 (たとえば新第三紀,洪積期等)の水成堆積物,火山泥流,やや

国籍した火山地出物等で甚だ堅襟なものからなり,土管の分化が不充分なものC

@ そ の 他

以上の区分に属しないもので次のような土地は別に区分する,｡

岩石地,崩壊地,湿地等

上記各項の細分は,壁 (d),湿 (W)に区分できるものはこれを細分し,さらに土壌の小

分けの規準に従って細分する｡
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附 Ⅰ 試 料 標 本 の採 坂法

A.一般分析用試料の採取方法

他暦の土を･混入しないように注意しながら,生土 2kg(風乾細土 1kg〕以上を採取して,

袋番号および搾取した位置の深さを野帳に記入するo

第 4 図

採 土 円 筒

B.円筒探土法

あらかじめ風袋を秤量 (1kg上皿天秤を用いる)してある断面

積 100cm2,高さ 4cm の金属製搾取円筒を用いて採取するC採取

部が薄暦の場合は断面積 50cmB,高さ 2cm の円筒を月]いる.

まず採取しようとする部位のやや上部で 啓の傾斜面に平行に 40

cm 平方ほ どの広さを平らに調整しておく｡これに上,下蓋を除い

た円筒を匁のある部分を下にして静置する｡ 円筒から 3-4cm離

れた部分で,4cmはどの子架さに広く溝を掘って大きな土柱を作 り,

その後の操作を楽にするようにしておく｡この土柱の側面に硯われ

た根の張 り方に注意して,根の多い場合は円筒に沿ってあらかじめ

根を切っておいて,庖丁で 3-5mm の円筒内壁周に等しい土柱を丁寧に作 り上げ,余分の

土をスコップで除 く｡円筒を静かに押して土柱を円筒内に押し込み,この操作を繰 り返す｡

軽髪な上境では円筒の下に二L桂を作ると崩れやすいから少量ずつ-サ ミで根を切 り,または

庖丁を円筒に滑って立てて,土壌内に円筒周の大きさの傷を浅 くつけて円筒を押し込みなが

ら余分の土塊を排除していく｡

採取目的の深さまで円筒をさし込んだならは,円筒上面に余分の土柱がはみ出しているか

ら-サ ミと庖丁で丁寧に水干に調整する｡根を切るときは根の背面から切らないと起き上っ

て土壌が壊れるから注意しなければならないO軽馨な粒状構造の場合は左手で表面を押えな

がら粒を切 り,掘 りとれないようにする｡石磯も表面に出た部分は庖丁や-サ ミで削 りと

る｡上面の調整が経った後上蓋をして,円筒からやや離れた部分から広 く,深 く,スコップを

一 一 一 一一

第5図 柱状標本採取木棺

押し込んで,円筒の下部に大きな土

塊をつけたまま掘 り起.す｡裏返えし

て後上面と同様の操作で底面の調整

を行 う｡円筒周囲に附着している土

壌をよくふきとった後,底面に円形

波紋または麻布をあてて,網蓋およ

び下蓋をして,電気絶縁テ-プで蓋

と胴の問をふさいで水分の蒸発をふ
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せ ぐ｡

搾取した深さ (表面からの cm),皆伐および円筒番号を野帳に記入して実験童に造る｡

C.柱状榎本の搾取

現地で柱状標本を搾取するためには第 5回のような木箱を用いる｡

Aおよび Bは両面の蓋で,大きさ62×22cm,これを木枠 Cに,ネヂ釘で取 りつける｡

Cは幅 6cm,厚さ 1cm の枚で作った枠で,内法 60×20cm である｡

土壌断面を正しく垂直にして表面を鋭利な小刀および勢定/iサ ミを用いてきれいに別ク,

A

第 6図 柱状標本探碇法

り 3-4cm 大きくする｡

凹凸を除き,その上に木枠 C を正し

く垂直に当てて枠の内側に拾って小刀

で目印の線をつける｡この際 上部は地

表の傾斜により適当に余分を見込んで

おく｡

線を切 りつけたら枠をとり,めん智

な注意を払いながらきわめて徐々に小

刀および-サ ミを用いて枠形の縦線の

両面の土を掘取 り,さらに下方の土を

とり去って第6図(A)のような杜を残

すCただし,土柱の厚さを枠の厚さよ

攻に木枠 C を土柱にはめ,表面を調整して,輸途中の崩壊を防 ぐために上部の重陽およ

び主な孔隙等に草または紙等を充填してから蓋 A をあて,枠 と蓋を手で密着させながらネ

ヂ打で止める｡その後土柱の下部を支えて眼に注意しながら,スコップまたはツキベラで土

#_の裏を多少探めに掘下げて切離す,この際表替部はあらかじめ勢定ノミサ ミで注意深 く切離

しておくO蓋 Aを下にして地上に置き, 枠から外にはみ出した土壌を小刀および-サミで

除いてネヂ打で蓋 B を止めるO最後に蓋 A をあけ表面を点検する｡



- 22- 国有林林野土壌調査方法書

附 W 室 内 実 験 法

A.分析試料の調整法

分析試料の調整はすべての実験の基礎になるものである｡調整を誤った試料についての実験結果

は全く無意味であるはかりでなく,時には現地の土壌について誤った結論に導くおそれさえあるo

Lたがって,実験者自らが細心の注意をはらって調整を行うように努めなければならない｡

採取 した試料は,大型の皿または適当な容器に うす く拡げて風通 しの良い臼蔭で風乾する｡

風乾中は頻繁に塘拝するとともに,土塊はできるだけ指でつぶし,また大型の石碑および特に

根はできるだけ分離 しておく｡土塊は乾燥が進むに従って二大第に国籍 し (牛封こ埴質な土壌にお

いて著 しい)土塊と根の分離を困難にするばか りでなく,土塊そのものの圧砕も二大第に困難 と

なる｡風乾状態に近づいたならば大型の磁製の乳鉢 と桐製の乳棒を用いて軽 く圧 して破砕す

る｡ これを 2mm の円孔舘を用いて肺別して細土,石磯および樹根に分け,以前に分離 して

おいた石棟,樹枝を合わせて,銅土 とともにそれぞれ上皿天秤で秤量 しておく｡

F暦は桐の乳棒を用いて破砕することが困難な場合が多いので粉砕器にかけて粉砕する｡

H骨は一般に樹帳が多く,乾燥が進むにつれて根 と分離することが困難 となるから,細土と

同じ注意が必要である｡

調整が経った銅土およびF,Hlqはさらに前記の大型の皿または適当な容署削こきわめてうす

く拡げて,少なくとも1週間ぐらい風乾後貯蔵瓶に移す｡貯蔵瓶には試料番号,採取年月日,

試孔番号,土壌型および官位等を槙示しておく｡また,別に以上の項目を記入した台帳を作成

しておくO

貯蔵瓶が･2つ以上にまたがる場合は,4分法 (下記参照)によっておのおのの瓶の内容を均

一にしておく｡

乾燥不充分な試料は貯蔵中にカビが生えたり,乾燥減量が著しく変動するから乾燥には特に

注意しなければならないっまた,F,H,HIA および腐植の多い A 管等のように特に有機物

の多い試料の乾燥は長時 日を要する｡しかし,無意味に長期間政道することは嘆などによる汚

染を増すだけで,有害無益であるから厳に避けなければならない｡

各実験に際して試料を搾取する場合は4分法によって行 う｡すなわち,試料の全量を大きな

パラフィン紙上にあけてよく混合し,P=J錐状に盛 り,頂きを押して円板状にして,これを十文

字に4等分してそのうち向い合った2つをとり,さらにこれを同様に4等分してその2つをと

る｡この操作を,分析に必要な試料を採取するに適当な量に至るまで繰 り返して,最後にその

中から一定量を秤量する｡このようにすると,試料を均一にして一部をもって全体の平均をあ

らわすようにすることができる｡
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B.土壌の乾燥減量 (Dryingloss)

1. 秤量瓶の風袋

秤量瓶 (口径約 3cm,高さ約 3cm)の蓋をずらして,あらかじめ 1050-110oCに調節し

ておいた電気定塩器の中段の棚の上にあるシャーレ上に乗せるo濃度計は水銀球部をできるだ

けシャーレの近 くにおく｡温度計が指定の通

産を示すことを確めてから 24時間放置後,

定規器内で蓋をしてデシケータ-に移 し/直

第 7図 -ルク栓つきt=.ンセット ちに天秤室で 45分間政道後 0.1mgまで精

秤する (Tg)｡ 秤量瓶を扱 うにはコルク栓附LXllのピンセットを用いる｡

2. 試料の秤取および定量

試料5-6gをメノウ乳鉢で圧砕 (こすらないように注意)して,小型の上皿天秤を用いて

パラフィン紙上で約 1gの試料を秤取し秤量瓶に移す｡瓶に蓋をして直ちに秤量する (Tlg)0

(0.1mgまで精秤)

秤量後風袋の場合 と同様に乾燥後 0.1mgまで精秤する (T2g)o

W:試料の風乾重量 (Tl-T)g w: 試料の乾燥重量 (T2-T)g

小数偉以下3桁まで計算 し四捨五入して2位にまるめる｡

3. 一般的注意

(a) 同一試料について2点以上行 う｡乾燥減量 (辛均値)は相対誤差 1% 以内を原則

とするが,乾燥減量が少ない場合 (5% 前後)には 土2% 以内,さらに少ない場合 (2%前

後)には 土5% 以内とする拡コ｡

(b) 1回に取 り扱 う秤量瓶は6個以下とした方がよい｡何故ならば乾燥器内において一

定温度に保たれている場所は広くほないからである｡定温器はできればこの目的に専用とす

るのが望ましい｡やむを得ず他の目的で共用する場合でも,本実験中は他物を入れてはなら

ない｡

(C) 乾燥後天秤童における放冷時間は厳守しなければならないD 45分間放冷後秤量を

行い,少なくとも 20分以内 (できれば 10分)に秤量を終るようにする｡したがって,同

時に荒塩器からデシケーターに移す秤量瓶は2個以内とし,もし1日にそれ以上の秤量瓶を

*1コルク栓を縦に切半して,切断面を少し凹めサンドペーパーでなめらかにしておく｡

*2化学式拝 し感量 0･1mg)を用いて 20g くらいの物体を秤る場合, 0･3-0.5mg は偶然誤差と

してやむを得ないo Lかし,乾燥液量 10% 前後の場合は,相対誤差 士1% Li内にすることは決して

困華ではない｡
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扱 う場合は, 30分 くらいずつ時間をずらして取 り出すようにしなければならない.

(d) 走濃召割ま長時間点燈するから必ずコンク1)-ト上または厚いアスベスト板上に部室

の壁から離 しておいて,火災予防に厳に注意する｡

C.自然状態における理学性の測定

1. 測 定 操 作

a.円 筒 処 理

土壌を搾取 して実験室に迭付 した円筒はなるべ く早く処理した方がよいOまず,テープ

を除いて円筒の外面をふいてから1kg上皿天秤 (感量 1g)を用いて重量を測定する｡つ

ぎに円筒の下蓋をはずし上蓋をゆるめ,大型デシケーターまたは大型バットに円筒の下端

5mm が常に水中に浸襖するようにして 24時閑静崖するO静置後円筒を取 り出しやや傾LEI-,男
けて過剰な水分を除き,直ちに上および下蓋をして秤量する｡24時間後も土壌の表面まで

水を吸い上げない場合には,秤量後アルコ-ル (50%水溶液)でうるおすか,または適

当な容器,たとえは小型コツホなどを用いて水蒸気で1時間蒸 し,水の吸引を可能にした

後,再び 24時間水中につけて再秤量する｡

秤量後内容物を容器から取 りH'.L,バット上に拡げて風乾する｡

b.風乾後の処理

風乾 した試料は全重量を秤量し,ピンセットを用いて撮および大磯等を区別し,残余は

一般の土壌調整 と同様に細土,棟および細根を分離する｡槙と磯 (締別のものとあらかじ

め分けたもの)はそれぞれ洗滑y:1後蒸発皿に入れ湯煎上で乾燥した後,大型秤量管または

磁製皿に移 して乾燥器で 105oCで24時間乾燥する｡乾燥後,上皿天秤 (感量 0.1g)で

秤量 し各々の絶乾重量とする｡また,別に細土約 1gを秤量管にとり,24時間 105oC

第8図 比 重 瓶

で乾燥 して化学天秤で秤量する (別項乾燥減量の測定を参照)｡

得た数値によって細土の乾燥減量 (Wd)を求めておく｡

Wd(%つ-
風乾土壌重-絶乾土壌重しっ∝三E X100
風乾土壌重

2.土壌および石裸の真比重の測定

あらかじめ乾煉減量 (Wd)を求めてある風乾土壌約 5gをとり,

左図に示す内容 50-100cc の比重瓶を用いて真比重の測定を行 う｡

まず試料 (Gbl) を化学天秤で秤量 (mgまで精秤)後比重瓶に入れ,

これに約 5分目の蒸滑水を加え,砂皿上で突沸しないよう注意しなが

ら約 30分間煮沸した後,熱水を加えて瓶を潤し,直ちに 30pC また

*1(1)板は円孔師内で水洗する｡ (2)棟は蒸発皿中で煮沸後円孔師内にうつして,指でもみながら水

洗するo
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ほ 15oCの水槽中に没し,30分間改選後ただちに水量を整定してから布を用いて拭乾して秤

塞 (A)(1mgまで精秤)する｡また,別に比重瓶に水だけを入れて同様の操作を行って秤量

(B)(1mg まで精秤)する｡次式によって真比重 Ssを求める｡

Ss=

Gb

(B+Gb)-A

石碑の場合も土壌と同様にして比重 (Sg)を測定するOただし.石碑が大型のときは砕㌧､て

実験に供する｡

真比重は小数3位まで算出し.四捨五入して小数2位にまるめる｡

3. 理学性算定過程の計算

(I) 採取時全重量 (Gt)

容器を含む採取時全重量から円筒風袋重量をさし引いたもの｡

(甘) 飽水時全重量 (Gw)

容器を含む飽水時全重量から円筒風袋重量をさし引いたもの｡

(皿) 生根重量 (Grl)

根の絶乾重量 (Gr)を 2.7倍'x-1する｡

(Ⅳ) 細土風乾重量 (Gsl)

原土の風乾全重量から,根の絶乾重量を 1.1倍'''2したものと磯の絶乾重量をさし引い

て求める｡

(†) 紬土絶乾重量 (Gs)

(Ⅵ) 絶乾紬土体積 (Vsl二)

細土の絶乾重量を紬土の真比重で割ったもの｡(cc)

(Ⅷ) 石傑体積 (Vg)

磯の絶乾重量を磯の真比重で割ったもの｡(cc)

(Ⅷ) 生根体積 (Vr)

根の絶乾重量を 2.34倍-x-3して求めるC

4. 理学性の算定および表示

a.細土に野する表示

(Ⅰ) 容積重 (Vw)

*12･7は,板の含水率 (生重量に対する%)を 63% とした係数である｡

*21.1は梶の風乾と絶乾の重量比であるo

*3梶の真比重を平均 1.56,生板の乾燥液量を平均 63% としたときの係数である｡
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V--% x100

Vs3- ･細土の占める容積,Vt-(Vg+Vr) Vt-I.円筒容積

(皿) 孔隙量 (P%)

p -tv卜 (Vg+Vr+Vsl)Ix-竃 -

(Ⅱ) 最大容水量 (Wn.a′l)

W m,.El-tGw-(Gg+Gr+Gs)ix
Gr--根の絶乾重量 Gg--塵の絶乾重量

(Ⅳ) 採取時含有水分量 (Wtl)

wtl-tGtl-(Gg+Gr+Gs)lx晋
b.仝容積に対す る表示

(I)孔隙量 (P′%)

p′-tvt-1(Vg+Vr+Vsl))x若 山
(皿) 最大容水量 (W7ルM2) B.
W 77m2-tGw-(Gg+Gs+Gr)チ

l;.:-I
(初) 最小客気量 (A"LW)

A,ル/Ln-P/-W"i",XB

S aR ＼V WmQ.I.ATTlln.

010Ⅶ3OLW5060708t)98†加
第 9図 理学性の容積表示

(Ⅳ) 搾取時含有水分量 (Wと2)

wtB-tG卜 (Gg+Gr+Gs)ix晋
仝容積に対す る表示は第9図のように図示する｡

D. 消 沈 分 析

横械的組成を分析する方法は種々あるが本書では国際土壌学会 A 法を準月]する｡

第 3表 土壌粒子の粒径区分

粒 径 r 名

2mm 以上

2mm.-′0.2mm

0.2mm～0,C)2mm

0.02mmへ.0.002mm

0.0〔12mm 以下

郎
㍗(

(

′し
(
(

砂

砂

砂

土

疎

粗

細

微

粘

*1過酸化水素は 35% 濃度の純良晶 (江戸川化学製,

る｡

7-5cm

8-ll

20-払

35-39

国際法による土壌粒子の粒径区分は第

3蓑のとおりである｡

分 析 操 作

(1) あらかじめ乾燥減量を測定して

ある風乾細土 10g(0.1gまで精秤)杏

600cc客の トールビーカーに入れる｡

(2) 6%過酸化水素 H202水溶液*1

分析用濃純)を使い,使用のつど6% に薄め
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50ccを加えてビ-カ-をガス煩またはホットプレート上で加熱する｡ この際内容物が泡溢 し

ないように硝子棒でしばしば茂拝するか,または手でビーカーを持ち,過 しながら振婆すること

が必要である｡激しい反応による発泡が罵ったならば内容物が約 30ccになるまで濃縮する｡

有機物の多い土壌ではさらに H202を加えてこの分解操作を繰 り返す必要がある｡

酸化鋤 草の終点は,ビーカ-を火から下して沸騰が止んだ時上澄液が暗緑色一黄緑色を帯び

た時とする｡

発泡或いは突沸による内容物の損失が避けられるかぎり,H20Bによる酸化および煮沸はで
rL:/

きるだけ清澄に行 うがよい｡

(3) ビーカ-中の内容物を磁製蒸発皿で受けた 70メッシュの鮪上に移す｡この際ビーカ

ー壁に固着した後粒はゴム管つきガラス棒でこす り落す｡攻に洗聴瓶を用い通水を噴射 して師

上に清い砂だけが残るまで洗 う｡

(4) 維上の粗砂は,背面から水の噴射を行って小型磁製血に移す｡上澄液の大部分を傾潟

して除いた後,ホットプレートまたはェアバスに移 して残 りの水を除き, 105oC で乾燥 して

秤量 (0.1gまで)する｡

(5) 舘を通った磁製皿内の細粒部は 300cc容のビーカーに移 して,加熱濃縮してから放

冷後 NHC120ccを加え全量を約 100ccにする｡

(6) 酸を加えたビーカ-の内容物はしばしば碕拝しながら1時間放遣後,水流ボン7<に連

結 した径 9cm のブフナ-漏斗に硬質逓紙,yl(東洋淀紙 No,4)を敷いて遁過する,Jこの際逓

液が濁ったら再据過を行 う｡

(7) 泌過が経ったならば漏斗上の残透を約 10ccづつの水で3回洗液するO

(8) 櫨液を 300cc容ビーカーに移 して,鉄などの亜酸化物を酸化するた釧こ2-3ccの

濃硝酸を加えて煮沸し,全量を約 100ccに濃縮後,1:3アンモニアを加えて微アルカリ性

にして煮沸し,鉄 ･7ルミ等の沈澱を熱い うちに破過する外2｡櫨紙上の残液は猛硝酸アンモニ

ウム水溶液 (約 2%)で洗推し, 乾燥後相場に移 して灼熱 して秤量 し,酸処理によって溶解

した R303を回収 して粘土の量に加算するLLV:3C

(9) (7)で洗推した漏斗上の残濠は,先の鈍い-らを用いて大部分を500cc容の振盟瓶

に移 し, 濃紙に付着する残査は塩水を噴射 して洗いこむ｡ この際移すのに水を使 い過 ぎて

350cc以上にならないように注意する｡

(10)NNaOH溶液 4ccを加えて'･"往復振返器で 2時間,または.]一夕l)-型板婆器で

*1 原注では,酷醍セルローズ膜で限外渇過を行っているが,本法のように淀紙だけでも微細泥が密
着した上から再洩過すればたいていきれいに液過できるC
*2東洋潰紙 No,5A を用い手早く濃過するとよい｡

*3 酸による溶解は普通の土嚢では 1.5-2%を越えることは稀であるが,火山灰など特殊な土壌で
は注意を要する｡
*壬特に粘土の多い土産では,NaOHが足りなくてよく分散しないものがあるから,さらに NaOH_
を加えて pH IOくらいにするO
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上北栓 5-6時間振凌する｡

第 10図

(ll) 捉塗瓶の内容を 1000cc容の目

盛をつけたシl)ンダー (第 10図)に移

し,水を加え 1000ccにして1分間手で

転倒を繰 り返して振塗を行い,恒遁水槽

中に静置するO

(12) 粘土の定量

第4表A欄に掲げた時間静還した目盛付

シl)ンダーからピペット(第 11図)杏

用いて,10cmの深さで内容物 20ccを

あらかじめ風袋を測定してある平底ガラ

甘盛付シl)ンダー ス製蒸発皿に搾 り,湯煎上で蒸発乾潤し

て 105oCで24時間乾燥後正確に秤量 (1mgまで)する｡

秤量値の 50づ'-1 倍が粘土重量である,J

Gド

E
C

aD A

●●

/ て

第 11図 淘汰分析用ピペット

ピペットを尉いるにあたっては,まず活栓Bを閉じ,ピペッ トを下げて発端の孔が液面に触

れるようにして指針 Ⅰの位置を読み,渦動板を静かに滑らせてピペッ トの発端を正確に液面か

ら 10cm 下まで挿入する｡所定の時間を経過 したとき,活栓 Bを開いて吸引管 Eを用いて

懸濁液を吸い上げて液が活栓上にきたとき閉じる｡滑動板を引き上げ,つぎに活栓Bを過して

｣二部の過剰懸濁液を排出管 D から出して,さらに上方の洗源用漏斗 G の活栓 F を開いて

よく洗源する｡つぎに平底ガラス製蒸発皿をピペッ トの下におき,活栓 B を廻 してピペット

内部の懸濁液を蒸発皿に移 して,Gの水でピペッ トの内壁をよく洗い落す｡

液 温

第 4真 二出重粒子の沈降時間

r lO｡m の撫さで採集するための時間

oc j A 粘 土 主B 微 砂
0

5

0

5

∩
)

-

1

つム

(∠

3

9 05

8 00

7 07

5 27

4 48

4 19

(13) 微砂の定量

シ7)ンダー中の残留物は手で再び振塗し

た後静定し,第4表B間に掲げた時間後ピ

ペットで粘土と同様に採集 して,乾燥後秤

量 (1mgまで)する｡ 秤量値を 50倍し

た値は級砂と粘土との含量であるから,こ

れから粘土の重量を差引いて横砂の重量 と

する｡

(14) 細砂の定量

粘土および倣砂の採集が終ったシリンダーからサイフオンを用いて大部分の懸濁液を除いた

後,沈澱物を 1000cc容 ビーカー或いは 600cc客 トールtl'-カーに完全に洗い移す,第 12

･l ピ-ツトAの容量 (Vc･C･)をあらかじめ削酎 る諸 士墓量は筆 書する｡
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図のように,ノ10cm の印の上端まで水を加えて掩拝後

第 4表 B欄に掲げた時間静置してサイフォンを用い

て上液を排除する｡この操作を繰 り返して,上液がほ

ぼ透明になったら沈澱を集めて乾燥後秤量 (0.1g ま

で)して細砂全量とする｡

粒径組成表示法

A.求めた粘土,後砂,細砂および粗砂の全量を最

初の絶乾土壌試料に対す る百分率で表わす｡この場合

四着の合計が100% より少ないのが普通であるが,残

りの大部分は有機物分解により失われたものである｡

B.求めた粘土, 微砂および砂 (細砂+粗砂)を三者の合量に対.する X で表わして, 節

13図の三角座標を用いて土性をきめる｡

砂 0 15 35 ∠15

微砂 % (払 主王立 )

100微砂

1. 重埴土

2.軽埴土

3･ 埴質壌土

4.宴 士

5.微砂質埴土

6.微砂質堰壌土

7･ 微砂質壌土

8. 秒質埴土

9. 秒質堰壌土

10.秒質草土

ll. 秒 土

(Heavyclay)

(Lightclay)

(Clayloam)

(Loam)

(Siltyclay)

(Siltyclayloam)

(Siltloam)

(Sandyclay)

(Sandyclayloam)

(Sandyloam)

(Sand)

第 13図 国際法による土性区分三角図

E.pⅡ の 測 定

pH の測滋三は比色法またはガラス電極法による｡

1. 比 色 法

a.浸出液の調製

風乾紬土 20g(0.1gま七秤量)を 200cc容三角フラスコにとり,CO2不含水 (Ffllm 参

潔)50ccを加えて1時間捉遷した後,乾燥波紋で諒過して泥液 5ccを供試する｡

乾燥渡航で漁過する場合は,はじめ液を滝紙の上縁より滴下して,渦紋を万遍なくしめしつつ波紋

の 7-8分目くらいまで液を加え,これが清過し終ったならは淀液を捨てて,改めて別の受器で濃過

を行うD
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洩液が混濁している場合は据液を再び据紙上に移 しで醇滅過すれば透明な波液が得られるO

土壌と浸HJl液の比は紬土の場合は 1.'2.5を原則とするが,F,H 替または多量の常楢を含

む土壌で操作が困難な場合には 1.'5等 とする｡ 1.'2.5以外の場合はその割合を明記してお

く｡

b.pH の 71,qLI定

S.Z.K.pH 比色計を用いて比色する｡

此色轟の詮明

此色器には次の部分品があるo

(a) pH標準管--数列の標準管列があり,一列の標準管列には 10本の標準管が納められてい

る｡本邦の森林土嚢の pHは3-7の場合が多いので

次の㌢4列を使用することが多い｡

P･R･ pH 8.4-6.8 平

B.T.B. pH 7A～5.8

B.C.G. pH 5.8-4.0

B.P.B, pH 4.6-3.0

(b) 比色管--約 10cc容の試験管で 5ccの標

線がついている O

∫- スリTllラス

○ ○ 〇

〇 〇 〇

(C) 比色箱- ･図のように A,B,C,D,E,F 第 14図 pH此 色 装 置

6個の孔があり,標準管および比色管を挿入するようになっている｡

(d) スポイト

C.測 定 法

浸出液 5ccを比色管にとり,たとえば指示薬 B_T.B.をスポイトで 0･25cc加えて Eの

穴に挿入する｡Dおよび FにB.T.B.の標準管を挿入して比色して黄も近い標準管のpHを

浸 tLJJ液の pH とする｡もし,2個の標準管の 中間の色を示 したとすれば 中間の値をとる｡た

とえは pH6.6 と 6.8の中間の色を示せば pH6.7 とするo

もし,比色管の (試料)の色が槙準管の両端に近い値を示す場合には,別の系列の試薬を用

いて槙準管の中央に近い債を うるようにして測定するのが原則である0

指示薬 Methylredは土壌浸出液の場合は用いてはならない'X-1O

膿液が着色しているか,または渦濁 して比色困難な場合は二矢のようにするC

すなわち,比色箱の Eに浸出液に指示薬を加えた比色管を挿入し,D および F に槙準管

を挿入することは前記 と同様であるが,さらに着色または濁 りの影響を除 くために比色管2本

に浸出液 5ccをとり,指示薬を加えないで Aおよび Cに挿入L,Bには蒸溜水の管を挿

入 して比色する｡

*L浸出液中の謬質の表面に吸着されて正確な pH を示さない｡
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2. ガラス電極による測定法

〔Peech,M∴ U.S.°ept.ofAgr.CircularNo.757(1947)による〕

a.操 作 法

風乾紬土 20g(0.1gまで秤量)を 50cc容 ビーカーに入れ,COj不含水.20ccを加えて

ガラス小塊拝棒でかきまぜるO数回塘拝しつつ 1時間改造するO もうー慶 充分に撹杵してか

ら,槙準緩衝液を用いて検度しておいたガラス電極を挿入して約 1分後に pHを測定する｡電

極を注意深く引き抜き,前回と全 く同様にして撹拝,電極挿入および測定を行 う｡互に接近 し

た 2-3回の平均値を求め四捨五入して小数1佃にまるめる｡

土壌 :水の比が 1:1では操作(電極の挿入)が困難と思われる場合は適宜水量を増加する｡

ガラス電極による pH価の表示の場合は土壌と水の比を付記しておく｡

b.ガラス電極使用上の一般的注意

(i) 計岩鼻および電極の構造や性能についての概要は,計器の説明書および攻の参考書等に

ついて必ず習得しておかなければならない｡

古賀正三:pH概説 (共立全書 67),共立出版 (1953)

日本分析化学会訳編:構音による化学分析,丸善 (1954)等

(ii) 計器は使朋の日ごとに梗準柵 容液 (C項参照)を用いて必らず検度を行 う｡実験の

精度を高めるためには各一連の試料の測定の前後に検度を行 うことが望ましい｡検度は2点吏

tEをする方が安心であるが,頻繁に使糊するときは1点吏IIIでも差支えないOただし,この場

合でも時々2点吏iEをするO

(iii) 電極は各試料の測定を経ったならば蒸溜水でていねいに洗い,滅紙片で水滴を注意深

く完全にぬぐって攻の試料を測定する｡

(iv) 電極を保存する場合は,短期間であれは蒸溜水に浸したままにし,やや長期間の保存

にはよく洗い水をきった後,乾燥剤を入れてないデシケイクー内に保存しておく｡後者の場合

は使用数時間前から蒸滑水に浸しておいた後使用する｡

C.榛準綬衝容液の作 り方

標準綬衝溶液としてはいろいろな処方があるが,検度に用いる擦準緩衝液としては攻の2種

類を用いれば充分である｡

(i) 0.05M 重フタル酸カl)ウム溶液

重フタル酸カ･)ウム KHC8H404(Merck製 ClarkandLul刃 緩衝液札 または梅級晶)

を 105-1100で1時間乾燥後 10.210gを秤取してメスフラスコに移し, 再滑水を用いて全

容を 11とするO

(ii) 0.025M 燐酸塩溶享夜外1

*1 これらの試薬の精製はむつかしいから,やむを得なけれは特級品をそのまま使用しても良いO精
製は吉村寿人:pHの理論と測定法,丸善 (1950)参照｡
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第 1燐酸カ1)ウム KIもPO4 (Merck製 S6rensen緩衝液札 または特級品)3.402gと第

2燐酸ナトl)ウム (同前)3.549g(ともに 1300において2時間乾燥後)を秤取してメスフラ

スコに移し,再滑水で溶解 して全容を lJとする｡

(iii) 再 滑 水 ≠1

-椴にはよくならしたゴム栓またはコルク栓附のガラス蒸溜装置で蒸溜水を再溜したものを

15分間煮沸して C0 2 を追い出した後,ソ-ダライム管で墨気中の C0 2 から保護 して冷却し

たものを用いれば充分である｡再滑 水の pH価は 6.5-7.5の間になければならない｡

緩衝液および再滑水の保存にはパイレックス扱硬質ガラス容器を用いる｡

(iv) 擦準綬衝溶液の pH 価

瞭準緩衝寸断夜の pH価は第5表のとおりである｡

第 5蓑 標準緩衝7答液の pH 価

温 度oCj o･05M 重フタル酸カリウム潜液 ≧〇･025M 燐暫塩溶液
4.01

4.01

4.00

4.00

4.00

4.01

4.01

4,02

4.03

6.98

6.95

6.92

6.90

6.88

6.86

6.85

6.84

6.83

F. 置換酸度の測定

a.試薬の調製

(i) NKCl溶液 :塩化カリウムKCl隼綿と品 74.5g(0.1gまで秤量)をメスフラスコ

で 1gにする｡

(ii) 0.1NNaOH溶液:附Ⅳ Iの項参照｡

(iii) 指示薬 : フェノールフタレイン溶液｡ フェノールフタレイン 1gを局法エチ,L,ア

ルコール 100ccに溶解する｡

b.浸出液の調製

風乾細土 40g(0.1gまで秤量)を 300cc容三角フラスコにとり,NKCl溶液 100ccを

加え,時々振塗して2日間放置または航速器で1時間振豊後乾燥波紋で据過する｡はじめの据

*1 さらに精密な実験には微量の過マンガン酸カリウムを添加して有機物をこわして蒸溜した後,疏

酸徴酸性で再溜して,最後にアルカリ性で三溜するか,またはパイレックス級ガラス製すりあわせ蒸溜

器で3-5回くり返し蒸溜するO

土嚢のように 0.1単位で況Tl定する場合には上記の程度で充分であるO
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液 4-5ccは捨てる｡波液が濁っている場合は渚液を再び漏斗上に戻 し再泌過 して透明な櫨液

を取る｡

C.置換酸度 (yl)-X11の測定

浸出液 25ccを 200cc容三角フラスコにとり,小型漏斗で蓋をして 注意して加熱 し 1-2

分間煮沸した後,漏斗およびフラスコの内壁を蒸溜水で洗い込み,フェノールフタレイン 2-

3滴を加え 0.1NNaOH 溶液で滴定する｡液が横紅色を呈し,それが 15秒 くらい持続する

点をもって終点とする｡ 11｣

yl-VX5X./A N:0･1NNaOH の規定度 V‥0･1N NaOH 溶液の滴定数
し1,_ー

d.pH (KCl)の測定

ヒ記の浸出液の一定量を用いて,前章に述べた比色法またはガラス電極法によりpH(KCl)

を測定する｡

G.裳薫の定量 (TillTin民法)

本法は攻の2段階の操作からなる｡

① 酸化･-せ 壇に重クロム酸カ')ウムの硫酸溶液一定量を加えて反応させ,土壌中の有機

物の末葉を酸化 して宋酸ガスとして逸散させる｡

② 滴定････反応に与らなかった過剰の重クロム酸カ1)ウムを第-鉄塊溶液で滴定して,潤

費された重クロム酸カl)ウムに相当する呆素の量を計算で求める｡

反応の要点は次の式で求められる｡

酸化

滴定

K2Cr207+4H2SO4→KBSO4+Cr2(SO皇)3+30十御上O

K2Cr207+4H2SO4-十KBSO4+CrB(So垂)3+4HzO+30

2FeSO4+HBS04+0→Feヨ(SO皇)3+H20

a･試 芦

(ilN重 クロム酸カl)ウム溶液 (酸化液,紅樺色):と障級重クロム酸カl)ウム K2Cr20T

49.035gを秤取してメスフラスコに移し,全容を lJとする｡

(ii) 濃硫酸 (分解補助剤):比重 1.84l級高

(iii)0.2N 硫酸第一鉄アンモニウム溶液 (滴定液,淡緑色): 特級硫酸第一鉄アンモニウ

A (俗称 dohr塩)･x･BFe(NIも)a(So垂)2･6HBO40gを濃硫酸 10ccを加えた水 500ccに溶

*1 y⊥は風乾細土 100gに N KC1250ccを加えて得た浸出液 125ccに対する 0.1N NaOH帯液

の滴定数｡

*B この複塩の結晶は淡緑色である｡固体状であれば密栓して暗所に保存する場合ほとんど全く分解

ないし酸化をうけない｡保存,またほ品位の悪いもので時 黄々色ないし黄褐色を呈したものを見受ける

ことがあるが,そのようなものは用いられない｡
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解して褐色瓶中に保存する｡本溶液は茎気酸化をうけやすいので長時 日の貯蔵に適 しない｡そ

れゆえ調製後はなるべ く速かに使用する方がよい｡

N重クロロム酸カリウム溶液を用いて規定度を決める,

(iv) ヂフェニルア ミン溶液 (指示薬,錬色):特級硫酸 100ccを水 20cc中へ注意しな

がら少しずつ注入して (要すれば容器を水冷する)′冷却後ヂフェニルア ミン 0.5gを溶解 し

て酒瓶中に保存する｡

(Ⅴ) 燐酸溶液 (終点明示月]):燐酸 (1級,比重 1.70)1容と水1容とを混合する｡

も.定 量 法

(i) 酸化--風乾細土 5-6gをメノウ乳鉢で圧砕して,その約 0.1-1g (0.1mgまで

精砕)を 100cc容 三角フラスコに秤取する｡また,乾燥減量も同時に測定する｡

NK｡Cr207溶液 10.0ccをピペットで加えてフラスコを廻転して土壌とよく混和した後,

これに濃硫酸 10.0ccをピペットで注入する｡ただちにフラスコの口を小型漏斗で蓋をし,あ

らかじめ 180oC に加熟 してある油浴外1中に浸して正確に175-1800に 10分間加熱する｡最

初は有機物の分解により烈 しく発泡するが約 5分で静まる｡その後は底面か ら弱い発泡が続

く｡加熱中は時々フラスコを廻転 してフラスコ壁についた土壌粒子を洗い落す｡ 10分間加熱

後直ちに油浴から取 りだして減耗またはポロ切れでフラスコの外壁に付着した池を拭い,ただ

ちにフラスコの内容物を500または 600cc磁袈蒸発皿に移す｡フラスコおよび漏斗は水で充

分に洗い洗液を皿に移す｡蒸滑水を加えて内容物および洗液との合計を約 250ccとして滴定

に供する (液が緑色を呈したら酸化ゼ夜の不足を示すものである｡ したがって,実験をや り直

す)｡

(ii) 滴定･-守旨示薬 5-6滴 と燐酸溶液 10ccを加えた後,ガラス棒で絶えず撹拝 しなが

らビューレットから 0.2N 硫酸第一鉄アンモニウム溶液を徐々に加えてゆ く｡ 溶液は最初や

や紫を帯びた緑色であるが,滴定液を加えるに従って次第に葺青色の色調をゴ曾す｡明瞭な重青

色に達 したならは注意して滴下量を加減 しながら滴定を続け (終点がi軌 ､), 液が董青色を失

って衣緑色に変った点を終点とする'lY-2｡

燐酸は滴定中に生成する Fe… と錯塩を形成してその濃度を常に小にする役割をする｡Fe'''はヂ

フェニルアミンを敢化して青色を帯びさせるから,この定量の場合にはすでに終点に達したにもかか

わらず未だ終点に達していないかのような作用をして終点を認め莫軽くするから,錯塩を形成させてそ

の作用を遮蔽する必要があるO

(iii) ブランク定量･-･土壌試料を加えないで上述の酸化および滴定を行 う｡

(iv) 硫酸第 1錬ア-/そこウム溶液の規定度.I･NK2CrBO7溶液 10ccを 500または 600

*1油浴は 500cc容ビーカーまたは金属性容器に流動パラフィンを7分日に入れ,金銅上で加熱す
る｡

*2 電燈光線では絡焦が見にくいから注意する｡
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cc磁製蒸発皿にとり,蒸溜水 250cc,濃硫酸 10cc,燐酸溶液 10ccおよび指示薬

5-6滴を加えて,0.2N 硫酸第 1鉄アンモニウム溶液で同様に滴定する｡

(v) 家素量の計算法

硫酸第 1鉄7ンモ-ウム溶液の規定度‥N-ii19-

A:滴定に用いた硫酸第 1鉄アンモニウム溶液 cc数

試料中の米素 (mg)Ⅹ-3mgxN)､(B-V)

B:ブランク定量の滴定液の消費量 (cc) Ⅴ:本定量の滴定液の滑費量 (cc)

試料の毅素含有率 % (風乾土)-昔×100
W :採取試料重量 (mg)

(Ⅴ) 定量上の注意

試料の分析は同じ試料について2回以上行 うC 士2%以内を原則 とする｡

試料の不均一性に基 く誤差を少なくするために試料の秤取量はなるべ く多くした方が良 く,

試料中の家素は 20mg前後が良い｡

甘.窒 素 の 定 量

本法ぺ1ほ攻の3段階の操作からなる｡

⑤ 分解--濃硫酸で土壌中の有 機物を加熱分解して,その中に含まれている窒素をアン

モニウム塩の形に変えるO この際反応を速めるために分解促進剤を加えるO

(診 蒸溜--分解の終った硫酸溶液を強アルカリ性にして,遊離 したアンモニアを水蒸気

蒸溜して既知量の硫酸に吸収させる｡

③ 滴定--アンモニアを吸収 した硫酸溶液をアルカl)槙準液で滴定して硫酸の消費量を

知 り,これに相当する窒素の量を算出して求める｡

a.試 薬

(i) 分解促進斉肝2-･･硫酸カ1)ウム KBSO 4- - - - -30量

硫酸銅 CuSO4･5H20 - -1量

酸化第2水銀 Hg0 -----25量

セレニウム Se･-･ -････0.25量

硫酸カ1)ウムと硫酸銅は乳鉢で粉砕しておく｡試薬は順に乳鉢で軽 くす りながら混合

して広印祝に保存する｡

*1本方法で定量しうるのばアンモニア態 N および有機態 N であって,硝酸態 N は定量されな

い｡一位の土壌中の硝酸態 N 含有量はきわめて微量 〔1/1000000(重量)〕であるから,この方法で得

られた価を土壌中の全窒素と見倣して差し支えない,J

*2 ここに示す処法は Patel,S.M.arldA.Sleenivasarl,Anal.Chem.,20(1948),63;新名,柿

試研究報告,No.53.(1952),127による｡
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(ii) 分解剤･･-濃硫酸,1級

(iii) チオ硫酸 ナ トl)ウム溶液 (1:20)･･-チオ硫酸ナ ト1)ウムNa2SBO3･5Ⅰも025g(上

皿天秤)を蒸溜水 500ccに溶解する｡

(iv) 濃水酸化ナ ト1)ウム溶液 (4:10)･-･水酸化ナ トl)ウム NaOH400g(上皿天秤)

を蒸溜水.lJに溶解する｡

(Ⅴ) NH3 吸収液 ･.-0.1NHBSO 4標準溶液 (附Ⅵ T 参照)

(vi) 指示薬 ･-･メチル レッ ド,0.1% アルコール溶液

(vii) 滴定液 ･-･0.1NNaOH槙準溶液 (附 Ⅳ I参照)

b.装 置

(i) 分解月]装置

分･解台 ･-･種 々な型の製品が市販

されているが,一例 として ドラフ ト

のない実験室のためガラス製 フー ド

附のものを図示 してお く｡ ドラフ ト

内で分解するならフー ドは不要であ

る｡

分解 フラスコ･-200cc容 ケルダ

ーーノレプラスコ

アスベス ト附金網 --直火で直接

第 16iT図

･丁∴十
/l ∴十ll

轡読チラ

､L⊂:⊃ ⊂=) (ここ)⊂=)く=)-
[｣ _

第 15図 窒 素 の分 解 装 置

A･分解フラスコ-･200cc容ケルダールフラスコ,ここで

は蒸溜フラスコになるD水蒸気導入管の先端はほとんどフ

ラスコの底に技するようにする｡

B･水蒸気発生用フラスコ--1J丸底フラスコ

C･漏斗--水の注入口

D.排気口

E･ゴム管とピンチコック (El,E｡,E3および E4)

F.濃水酸化ナトt)ウム浴液注入簡:100ccのビーカーを

かぶせて≠如ミ入らないようにしておく｡

G.ドロップキャッチャー

H.コンデンサー

Ⅰ･水滴止め--夏季はコンデンサーの外面に水滴が凝集し

て下に落ちてくるおそれか多いから, Ⅰのところに布を巻

いて水滴止めとする｡

J･受詰り･･250または 300cc容三角フラスコ

窒 素 の 蒸 溜 装 置
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加熱する方法と, 金網を用いる方法がある｡ いずれでもよいが, 金網を用いるなら水でアス

ベストの部分を湿らしてフラスコの底の形に押し凹ませたものを,分解台の穴にはめるのがよ

し､､

(ii) 蒸 溜 装 置*1

塩入 ･奥田式窒素定量装置または JIS規格セミミクロケルダール装置 (K8004)が適当で

ある｡操作法の説明のためにここに模式図を示す (第 16図)0

本実験に用いるゴム栓はすべて4% NaOH青春液中で 10-30分煮沸後,水中で 30-60分

煮沸し,最後に充分水洗いして用いる｡また,ゴム管は良質のものを用いて,気体の洩れない

ようにしっか り連結してゴム管止めの部分を糸で縛っておくDゴム管だけの部分の長さはでき

るだけ短 くする｡

C.操 作 法

窒素の定量操作中は同じ室内でアンモニアを用いる茎壁を事竺 埠をちなしこL

(i) 試料の秤取

風乾細土5-6gをメノウ乳鉢で圧砕 (乳鉢内でこすらないように注意)して,そのうち1g

(窒素含有量のきわめて少ない試料-たとえば B督, 未熟土等では 2gくらいとる)を秤量

(1mg まで秤量)する｡また,同時に乾燥減量も定量する｡

秤取した試料は 200cc容ケルダールフラスコを傾けてその頚に沿って移 し,頚部を軽 くた

たいて付着している試料を底部に集める｡ついで分解剤 3.4g(上皿天秤で 0.1gまで精砕)

を同様に加える｡試料およ~び分解剤はフラスコが乾燥 していれば頚部に付着 していないはずで

あるが, もし付着 している場合は洗源瓶を用いて少量の蒸溜水で洗い込むっ 最後に濃硫酸 10

cc(20ccのメスシlJンダ-を用いる)を フラスコの頚の 内壁を伝わらせながら少量ずつ加

えて,直ちに轟 く捉塗して試料と試薬を濃硫酸でしめらせるO

(ii) 分 解

ついでケルダールフラスコ (ドラフト内の場合はフラスコの口を小型漏斗で蓋をする)を分

解台で加熱するG 最初の加熱は,直火で行 う場合は還元情にして情の-先端がフラスコの底から

1-2cm くらい離れる程度にする｡また,金網を用いる場合には還元櫨または弓削､酸化情にし

て情の発端が金網にとどく程度とし,決 して強熟 してほならない｡有機物の多い試料では最初

から強熱すると烈しく発泡して内容物が溢れ出た り,または頚部にまで泡が上って内容物を付

着させ分解が面倒になる｡右横物の分解による発泡が静まるのを待って徐々に強熱する｡

有機物の分解による発泡が全 く終れば,強熟 して内容物が霧度に沸騰する程度に保つ｡内容

物は黒色から次第に淡色となり′褐色を経て速には青味をおびた白色 (細土の場合〕となる｡

*1東京柴田化学器械工業株式会社からセットにして販売している｡適当な部品を集めて自分で組み

立ててもよい｡
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この後さらに 30分間熟成 (afterboil)を行ってから加熱を止める｡ 内壁にはね上った内容

物は大体酸の還流で洗い落されるが,なかなか落ちないものがあったならば,フラスコの頚部

を布を介して手で捲って,底の方を軽 く振るようにすると (台につけたまま)洗い落すことが

できる｡細土の場合はしばしは黒色の砂状のもの-未分解の鉱物成分-が底の方に多少認めら

れるが差し支えない｡

ブランクおよびF,H暦のように無機物の少ない試料では最後に緑色透明な溶液となる｡敬

冷後蒸滑水 50cc(メスシl)ンダー) をフラスコの現部に滑って少量ずつ加えて稀釈し,ゴム

栓をして少なくとも壷塩まで冷却した後蒸滑を行う｡

d.蒸 溜

(i) 墨蒸溜--Elを開いて Cから Bに7分目くらいの水を入れ,メチルレッド数滴お

よび濃硫酸数滴を加えて明らかに酸性とし,沸騰を円滑にするた釧こガラス毛細管または素焼

板の小片を加えてお く｡Elおよび E3 を閉じ,E2 を開いて B を加熱しはじめる｡この間に

コンデンサー (H)に水を通じ,A および Jのところに室の分解 フラスコおよび受器をつけ

る｡水蒸気が激しくE2 から発生しはじめたならはE3 を開いて Ezを閉じ′受器内に溜出液

がHJJはじめてから約5分間蒸溜を行い,コンデンサ-の発端を洗源瓶で洗い,E2 を開いてE3

を閉じて茎蒸滑を経る｡新 しく装置を組立てた時,または久しく使用しなかった後で使用する

時は,最初の墨蒸溜ほ1時間くらい行 う｡

(ii) 試料の蒸溜.-･Aに分解を経ったフラスコを接合し,0.1N H3SO4標準溶液25.0cc

をピペッ トで 250-300ccの三角フラスコ (∫)にとり, メチルレッド3-4滴を加えてコン

デンサーの先端が浅 く液面下に浸るように装置する｡最初はJ内の液量が少ないから図のよう

にフラスコをやや傾けて保持するo

Fに NaコS303溶液 10cc,ついで濃 NaOH溶液 30cc(ともにメスシl)ンダー)を入れ,

E4を開いてこれらの液の大部分をA内に導入して G内の液が僅かに残るようにしておく (外

界と通じないように)｡直ちに E3 を開き, E2 を閉じて水蒸気を通ずる (A は還元格の先端

が金網に達する程度に加熱する)0

J内に液が溜臼け るにつれて順次Jを下げて, コンデンサ-の発端が液面下に 1cm くら

い浸っているようにするC蒸溜中往々J内の液がコンデンサ-の内部に上昇して上下するよう

になることがある｡ このような逆流のきざしが見えたならば, B の加熱を強めて,水蒸気の

発生を強めると液桂を押し下げることができる｡

約 100cc くらい漕.出したならは (約 15-20分)Jを下げて,コンデンサ-の先を液面か

ら 2-3cm 離し,さらに数分聞蒸滑を続けて内壁を洗源する｡ ついでコンデンサーの先端を

少量の (10ccくらい)蒸溜水で洗い,Jを取 り去 り,E2を開き E3 を閉じて1回の蒸滑を終

る｡数分問墨蒸溜してから;Jlの蒸滑にとりかかる｡
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(iii) ブランク定量--薬品等から混入する窒素について補正を行 うた桝 こブランク定量を

行 う｡土壌試料を全然加えないで,分解,蒸溜および滴定など一切の操作を同様に行 うo

e.滴定および計算法

受器の内壁を少量の蒸溜水で洗い落し, 0.1NNaOH槙準溶液で赤色から黄色に変る瞬間

まで滴定する (vcc)0

窒素 (mg)-14.OxNx(B-V)

N:滴定に用いた NaOH の規定度 .

B･.0.1NH2SO 425ccを中和するに要する NaOH の滴定数 (cc)

V:蒸溜後 0.1NH2S04を中和するに要した NaOH の滴定数 (cc)

風乾物中の窒素含有量 (%)-
試料についての定量価(mg)-ブランクの定量価(mg)

分析に用いた試料 (mg)
×100

乾土中の窒素含有量(形)-牒 xlOO

定量の一般的な注意

同じ試料について2回以上定量を行 う｡ 窒素含有量が 0.5/Oi 以上の場ノ斜 ま相対韻差 士1ノ%

以内でなければならない｡窒素含有量が少ない場合は供試試料を増大して,定量価を大きくし

なければならないが,2g以上供試することは分癖その他の操作が困難 となるので,2gまで

を限度とする｡窒素含有量が少ない場合は相対誤差の許容限界を大きくしてもやむをえない｡

Ⅰ 標準溶液の調製その他

a.0.1NNaOH標準溶液

(i) NaOH (1:1)溶液の作 り方: 水酸化ナ ト1)ウム (特級) 1量 と水 1量を ど-カー

内でガラス棒で樽拝 して溶解する｡大型試験管 (口径 3-4cm)に移 し密栓 (パラフィンで密

封)して数 日間静還し,爽雑する衆酸塩を沈澱させるo

(ii) 標準溶液の容器およびビユーレット:50cc(0.1cc刻青繰入) ビユーレットをそな

えた自動 ビユーレッ トが便利であるO ビユーレットは内部を充分洗推 して,コックの部分には

注意して少量のワゼリン,または軟質グリースを塗ってコックを装着する｡瓶は硬質ガラス製

ならそのままでも差支えないが,内面にパラフィンを被覆した方がよりよい｡また,自動 ビユ

ーレットの外気に通ずる部分にはソーダライム管をつける｡ゴム管およびゴム栓等の接続部は

パ ラフィンで密封する｡

パラフィンの被覆は次のようにするO

乾燥した瓶の口と底とを両手で支えて,バーナーの大きな赤い燭の上で繁頻に動かして徐 に々温め

てゆく｡手に温く感ずるようになったら,あらかじめ熔融しておいたパラフィン (1級品.融点 558

前後)を適当量加えて,口と底とを両手で持って廻しながら放冷して瓶の内面になるべく一棟にパラ
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フィン膜を作る｡瓶の口の部分とその近くにはつけないでおくo

ソーダライム管

ソーダライム管はやや大型 (長さ 15-20cm くらい)のものを用いる｡ ソーダライムは CaO と

5-20% の NaOHの混合物で 6-18% くらいの水分を含んでいる｡約 25-35%(重量)のCOBを

吸収するOソーダライムは管の大きさおよび使用の程度によって適宜更新する｡

(iii) CO2 不含水のつくり方 : 蒸溜水を 15分間くらい煮沸し,直ちにソーダライム管で
ヽ

保護 しつつ冷却する｡

このようにして作った蒸滑水の pH 価は 6.0以下であってほならない｡

(iv) 0.1NNaOH槙準溶液の作 り方 :COB不含水 21を自動 ビ--レッ トの瓶に静かに

移す｡(a)の大型試験管中のNaOH(1ニ1)音容液の上澄 約 10-11cc くらいをピペッ トで吸

い上げるか (ピペッ トにゴム管の小片をつけて注意して吸い上げる), または傾渇 してメスシ

l)ンダー (20cc)にとり, すばや く瓶中に注入するo 直ちに自動 ビユーレットの挿入してあ

るゴム栓をはB,頭 と底とを手でもって静かに何回も瓶を廻 して液を充分に混和させ,均一な

溶液 とする｡

(Ⅴ) 梗 定

① 標準試薬溶液--槙準試薬 として 用いられる試薬は種々あるが, スルファ ミン酸 HO

SOBNHコ(El本化学工業中川工場製品,含量 99.95%)を用いるのが便利であるoHOSO2NHB

を時計皿にとり,新 しく作った真峯硫酸デシケイクー中で 24時間以上放置して乾燥する｡そ

の 2-2.5g(上皿天秤)を秤量瓶にとって精砕する (1mgまで)｡ これを 250cc メスフラ

スコ中で水㌢こ溶か して定容とする｡

メスフラスコに漏斗をはめ,秤量瓶を傾けて静かに試薬を漏斗中に移すo秤量掛こ付着している試

薬は洗源瓶を用いて完全に洗い落す｡ついで漏斗を洗推してフラスコの頚部を洗うOメスフラスコに

5-7分目まで潤し,振塗して試薬を完全に溶解した復水を加えて定容とする｡

ズルフア ミン酸は乾燥状態では安定であるが,水溶液中では徐々に加水分解するので梗定の

都度新調しなければならない｡

② 標定.I-自動 ビ--レツTlの瓶内の液面上の部分を液でしめし,瓶を静かに廻して液を

雛 竣三与 , スプレーで ビユーレッ ト内に液を押 し とげ,滴定用のコックを開いて放出す

る｡｣旦些充項 と敬川,を L生些土工. tIユーレット内を瓶内と同濃度の液でしめしてから梗定す

る｡滴定に用いる場合もこれに準ずる｡

ズルフア ミン酸溶液 25,0ccをピペッ トで 100cc客三角フラスコにとり,プロムチモ-ル

ブル- (0.1gを用法エチルアルコ-ル 20ccに溶かし水を加えて 100cc とする〕3-4滴

を加えて NaOH 溶液で滴定し.黄色から青色に変る瞬間を終点とする (vcc)｡

(vi) 規定度の計算
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HOSO2NHB+NaOfI-NIもSO3Na+Ⅰも0
97.09

0･1000N ズルフアミン酸溶液 250cc中のズルフアミン酸のg数-讐 ×忘 -2･427g

1

v:滴定に要した NaOHcc数 W: ズルフアミン酸秤取量

小数位4位を四捨五入して3位にまるめる｡

(vii) -凝離勺注意 T

検定は2回以上行 う｡滴定値の偏葺は 0.05cc以下に止めるのが普通である (相対､誤差 とし

て約 0.1%)｡

調整後少なくとも1日改造後使用する｡調整後1週間以内に使用する場合は規定度が多少変

化することがあるから頻繁に梗定し,それ以後安定したと認められたならば数週間に一度検定

すればよい｡

b.硫酸療準i容液

(i) 0.1N溶液の作り方:特級硫酸 (比重 1.84)を蒸溜水 101につき 30ccの割合に

加えると大体 0.1Ni容液が得られる｡ その他の扱いは一切 0.1NNaOH標準溶液の場合に

準ずる｡

(ii) 標定 : 本書においてほ本溶液は 〝全窒素の定量〃に用いるだけであって,その頃の

三十算法に示すように H2SO 4溶液の規定変は計算に開係ないから標定は不要である｡

C.其 の 他

(i.) 化学分析の分析結果の有効数値,すなわち信頼しうる数値はその分･析操作に含まれる

個々の測定値のうち最も信頼度の少ない測定値によって支配される｡本書に記載する実験のよ

うに容量分析をともなうものでは,ビユーレットの示す読みは 0.01ccの桁は有効数値とはな

りえないので,この場合分析結果の有効数値は3位以上にはなりえない｡したがって,一般に

一連の分析操作においてほその有効数値の精度を大体同じ水準におくことが望ましいOまた,

相対誤差の許容限鼎についても,操作および測定値によって自ずからきまるものである｡

本書においてほそれ等の点を考慮に入れて秤量の精度,相対誤差の許容限界,計算法につい

て示しておいた｡

(ii) 相対誤差は三大の方法による｡

同一試料について2回以上測定し,測定値 (または計算値)が a,b,･-･nであったとするo

a+b+--+n

(Ⅹ,r a)+(Ⅹ n-b〕+

n

+(x"-n)
-支n (平均偏差)

〔(Ⅹn-a),(Xn-b)･-ほすべて絶対値をとる〕



- 42- 国有林林野土壌調査方法書

相対誤差 E,---TI xlOO
X･lL

(iii) 秤 量

試料の秤取は厳密にいえは秤量瓶を用いなければならないが,特に吸湿性の試料を除けばパ

ラフィン紙で代用して差 し支えないC

パラフィン紙の場合は次のようにすると便利である｡四隅をつまんで舟形にして中央に折目をつけ

ておく｡秤取後試料を別の容器に移すには容器をやや斜めに構えてパラフィン紙の中央の折目の部分

を容器の口にあてがい,パラフィン紙を注意深く傾けて大部分の試料を容器の壁に沿って粉塵をあげ

ないように静かに移し入れる｡ついで容器を机上に静置して,パラフィン紙に付着している試料を羽

毛を用いて完全に掃き入れる｡その後容器に試薬溶液を加える場合は,容器の内壁についている試料

を洗い落すようにして加える｡

パ ラフィン紙の風袋は秤量のたびごとに秤 らなければならないO

化学天秤の秤量は振動法を用いるのが便利である｡本書において (1mgまで精秤)としてあ

るものについては,風袋 自身および試料を載せた後にそれぞれ 0.1mgまで精秤して,その差

(試料重量)を四捨五入によって 1mgにまるめる｡

第5表 主要な土嚢層断面の理化学的性質表示法
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附 Ⅴ 土 壌 国 の 図 式

この図式に定められたもの以外の図式はすべて森林図式による｡

(a) 土壌型の現わ し方

B.＼ 当!1｣-_鹿 うす赤

B】3塑ニト壊 だいだい

Bc型｣二壊 黄

BJ)aiJニト壌 共み どり

BJ王塑j･.壌 み と1)

BF埋り二壊 帯み どり

PJ)T 型｣二嘘 うすむらさき地に横の白ぬき実抜 (2mm 間隔)

PJ)爪 塑｣二壊 うすむらさき地に横の白ぬき破線 (2mm 冊南)

Pnrn辿二l･.壊 うすむらさき

Pl,T型土地 帯むらさき地に杭の臼ぬき実根 (2mm 冊隔)

Pwn埋り二壊 帯むらさき

BJ.C うすちや
Bl 聖二1.壊 ちやいろ Bl,I)ちや

BJ.∬こいちや

R ZL生仁班 赤

G 塑⊥二壌 育株実,紬 (1.5rrmFlrI臓)

PG31-生じ塵 脊むらさき地に青実線 (1.5mm =耶馬)

泥 炭 上 帯破線 2rrm 附隔

43

l≡

≡

≡

≡

i.･十､-等 十､二

E = コ

｢ i

L T コ

"二二"
虚型およびll-IPLT]型 規準li)の地色に葉剛以31.3の色の斜めの実線 (1.5mm RJ.J隔) をかぶ

せる｡

侵蝕を受けた土

Er-(i.紫右上料紙 2mm 冊隔

Er-β.累右上太斜紬2mm rtl]隔

求熱土 im 巣縦練 2mm R耶高

年団結堆椀物 仕付の付号を用いる｡
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(b ) その他

火 山凍 土 (旧) 径 1.5mm の赤輪5mm間隔

火 山 衣 (新) 径 1.5mm の赤丸 5mm間隔

崩 積 土 一辺 1.5mm の黒三角 5m 間隔

残 積 土

簡 行 土 一辺 1.5mm の黒 < 形 5mm間隔

水 鏡 土 径 0.5m の青丸点 5mm間隔

岩 石 地 径 2mm の黒輪 5mm間隔

風 衝 地 風向にそった黒破線で矢印を付す

5mm間隔

土 壌 型 外 業破線

小 分 け 界 黒点線

斗

ト し｣ - -汀
JLZT

fr

(明白な個所のみ記入)

岩石地質界 太赤鎖棟 '~｢ ~'ー ~ -

iI it:I:L■

地形区分界 赤細実線

試 孔 点 径 2mm の黒点

代表断面および番号 径 2mm の黒点に径 3mm輪,数字 2,5mm角

土性符号

(1) 野外調査による符号

黒 2.51mn角 (主要個所で土性界をもって区画した範囲内にはその内の土性が解るよ

う点在させる〕

S(砂上) SL(砂質壌土) L(壌土) SiL(微砂質痕土) CL(堵質壌土)

C(埴土) G(石碑土)

(2) 淘汰分析による符号

1. 重埴土 (Heavyclay) hC

2.軽埴土 (Lightclay) 1C

3.埴質壌土 (Clayloam) CL

4.壌土 (Loam) L

5.微砂質埴土 (Siltyclay)Sic

6.枚砂質埴壌土 (Siltyclayloam)SiCL

7. 横砂質壌土 (Siltloam) SiL

8.秒質埴土 (Sandyclay)SC
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9.秒質埴壌土 (Sandyclayloam) SCL

10,秒賢壌土 (Sandyloam) SL

11.秒土 (Sand) S

岩石符号

堆積岩 Sedimentary-rocks

沖積層一

同 粘土

同 砂

同 機

洪積暦

同 粘土

同

同

砂

磯

新第三紀層一

古第三総督

第三紀骨 頭岩

同 砂岩

alluvium

clay

sand

gravel

diluvium

clay

sand

gravel

tertiary

neOgene

a

a-C

a~~~S

a~g

d

d-c

d一一づ

d-g

t

t-n

palaeogene t-p

sha1e t-ih

sandstone t-ss

同 凝衣岩 tuff トー

同 硬岩

中生管･

古生層一

同 粘板岩

同 珪岩

同 硬砂岩

同 機岩

conglomerate 卜cg

meSOZ101c m

palaeozoic p.(pn)

clayslate p-cl

quartzite plq

graywacke p-gr

conglomerate p-cg

ただし,中生管のものは "mノ'をつけて表わす｡

石衣岩 limestone li

輝線凝衆岩 schalstein sch

火成岩 Igneous･rocks

花尚岩 Granite Gr

微花嵐岩 MicroGrardte Gm
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黒雲母花嵐岩

閃雲花崩岩

閃緑岩

石英閃緑岩

花嵐閃緑岩

斑帽岩

槻便岩

斑岩

石英斑岩

扮岩

石英粗面岩

流紋岩

斜長流紋岩

安山岩 (類)

輝石安山岩

両 (複)輝石安山岩

角閃安山岩

石英安山岩

変朽安山岩

玄武岩

集塊岩

火山泥流

火山衣

火山岩層

国有林林野土壌調査方法書

BiotiteGranite

HornblendeGranite

Diorite

QuartZlDiorite

GranoDiorite

Gabbro

Peridotite

Porphyry

Quart夢p｡rphyry

Porphyrite

Liparite

Rhyolite

PlagioLiparite

Andesite

PyroxeneAndesite

TwoPyroxeneAndesite

HornblendeAndesite

Dacite

Propylite

Basalt

Agglomerate

Volcanicmudflow

Volcanicash

Volcanicdetritus

変成岩 AIetamorphic･rocks

ホノレン フェル ス

結晶片岩

絹雲母片岩

雲母片岩

黒色片岩 (芙酎

千枚岩

石墨片岩

緑色片岩 (菜酎

hornfels

crystallineschist

serciteschist

micascllist

blackcoloured-schist

phylite

graphiteschist

greencoloured-schist

G

G

D

D

D

G

P

p

pq

pt

L-

恥

JCL

血

Aa

Ap

瓜

Da

Pr

B

b

h

.1

q

g

a

e

Agg

Mu

Va

V

h

･sl

･sIS

血

bi

ph

･S1g

･S



禄泥片岩

角閃片岩

(角閃岩)

片麻岩 (類)

花嵐片麻岩

角閃片麻岩

蛇紋岩
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chloriteschist

amphibc)1iteschist

amphibolite

gneiss

granite-gnelSS

hornblende･gneiss

serpentine

E5d

･S

･S･a

如

卯

耶

如

S
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正 誤 表

Ill l-i L ll

調査基図

調査 原図

踏査径路

灰色占

×1CIO3i

擾 横

目盛 シリンダー

(微砂,砂,粘土を含まず)

+30

Quarty
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